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平成 7年 1月 17日 午前 5時46分、淡路島北部付近をはじめとする複数の震源から発した

マグニチュード7.2の激震は、阪神地域・淡路島に計り知れない恐怖と災禍をもたらしま

した。

猪名川を介して兵庫県に接する豊中市におきましても、貴い命が失われ、また多くの家

屋が損壊をうけるなど、その被害はわたしたちのくらしに重大な影響をもたらしました。

2年の月日がたつた今日、阪神・淡路大震災からの復旧・復興が着実にすすむなか、ふ

るさとの歴史・文化 。自然を生かした新たなまちづくりが模索されております。そして、

より潤いのある生活・文化をこれからの社会に伝えていくことが、重要な課題となってお

ります。

この報告は、阪神 。淡路大震災に伴う復旧・復興事業の緊急性と文化遺産の一つである

埋蔵文化財の重要性をふまえ、豊中市が平成 7年度事業として国ならびに大阪府の補助を

受けて実施した蛍池東遣跡、新免遺跡、本町遺跡、岡町南遺跡、穂積遺跡、利倉南遺跡、

小曽根遺跡における緊急発掘調査の概要と成果を報告するものです。これらの遺跡は、こ

れまでにおこなった発掘調査からも豊中の歴史を語る上で欠かせない重要な遺跡であるこ

とが知られております。そして今回の報告におきましても、新たな知見が加えられること

になりました。

調査の実施にあたつては、諸先生方にご指導、ご助言を、また土地所有者ならびに近隣

の方々には文化財の重要性に対して深いご理解と多大なご協力を賜りました。文化庁、大

阪府ならびに関係各機関には、格別のご指導とご配慮をいただきました。このような各方

面の方々のひとかたならぬお力添えにより、豊中市の文化財保護行政を推進できましたこ

とを、ここに厚くおネL申 し上げるとともに、今後もさらなるご支援をお願い申し上げます。

最後に、先の震災で亡くなられた方々のご冥福と、被災された方々の一日も早い復興を

心からお祈り申し上げます。

豊中市教育委員会

教育長 栗原 有史
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例   言

1.本書は、豊中市教育委員会が平成 7年度阪神淡路大震災復旧・復興事業に関する国庫補助事

業 (総額34,000,000円、国庫50°/O、 府費25°/O、 市費25°/O)と して計画、実施した埋蔵文化財

の緊急発掘調査概要および成果の報告を行う。

2.本年度事業は、蛍池東遺跡、新免遺跡、本町遺跡、岡町南遺跡、穂積遺跡、利倉南遺跡、小

曽根遺跡について、平成 7年 6月 5日 から平成 9年 3月 31日 までの間、発掘調査ならびに整

理作業を実施した。

3.発掘調査は、本市教育委員会社会教育課文化財保護係が実施した。詳細は、次項に記すとお

りである。

4.本書のうち、第 I章 。第�章 。第�章は橋田正徳が、第 H章 。第Ⅲ章 。第Ⅳ章 。第Ⅵ章は

服部聡志が、第V章・第Ⅷ章 。第�章は新本真之が、第Ⅶ章は清水篤が、第Ⅸ章 。第�章

は清家章が執筆し、編集は橘田が行った。

5,各挿図に掲載した方位表記のうち、M.N。は磁北、Nは真北を、また表記のないものは、国

土座標系に基づく座標北を示す。

6.挿図 。本文中の土色表記の基準は、『新版標準土色帖 1994年版』に基づく。

7.各挿図に掲載した座標は、国土座標第Ⅵ系に基づく。なお、基準点測量については、震災後
の改測データを採用して行っているため、座標値は震災以前と異なる場合がある。その著し

い例として、小曽根遺跡周辺の場合はX=+92mm、 Y=-36mmで 、平均二乗法による

偏差は±98.793mmで あることを付記する。

8.各調査区の土地所有者、施工業者ならびに近隣住民の方々には、文化財保護に対して深いご

理解とご協力をいただきました。併せてここに明記し、深謝いたします。
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遺 跡 名 (次数 ) 調 査 地 調査面積 担 当 者 調 査 期 間

蛍池東遺跡 第 9次 蛍池中町 3丁 目■9 233m2 服部 聡志 平
成 8年10月 28日
～11月 29日

新免遺跡 第44次 玉井町 2丁目19卜 1 1lm2 服部 聡志 平成
7年10月 23日
～10月 31日

新免遺跡 第45次 末広町 1丁 目90 95,2m2 服部 聡志 平
成 8年 4月 23日
～ 5月 31日

新免遺跡 第46次 末広町 1丁 目86 47.3m2 新本 真之 平成
8年 4月 23日
～ 5月 24日

本町遺跡 第22次 本町 2丁 目102 121m2 服部 聡志 平
成 7年12月 23日
～ 8年 1月 31日

本町遺跡 第23次 本町 3丁 目731,76-1 77m2 清水 篤 平成 8年 2月 1日
～ 3月 8日

本町遺肋 第24次 本町 2丁 目51 72m2 新本 真之 平
成 8年 7月 15日
～8月 30日

本町遺肋 第25次 本町 3丁 目288 65.5m2 清家 章 平成 8年 7月 15日
～8月 30日

岡町南遺跡 第 1次 岡町南 2丁 目86 72.5m2 清家 章 平成 8年 6月 3日
～ 6月 28日

穂積遺跡 第17次 服部西町 2丁 目60-1 130m2
清家 章
新本 真之

平成 8年 2月 28日
～ 3月 29日

利倉南遺跡 第 1次 利倉 3丁 目1031 9om2 清家 章 平成 8年 10月 1日
～11月 29日

小曽根遺跡 第21次 浜 1丁 目403-1,4041 285m2 橋田 正徳 平
成 8年 4月 24日
～ 6月 28日

発掘調査一覧

試掘調査一覧

遺 跡 名 所  在  地 建築面積 担 当 者 調 査 期 間

原田遺跡西方 原田元町 3丁 目87-2他 761m2 橋田 正徳 平成 8年 3月 18日

本町遺肋 本町 3丁 目60 37m2 清家 章 平成 8年 3月 26日

待兼山遺跡 刀根山元町89 143m2 清水 篤 平成 8年 3月 29日
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(1)溝 2上層遺物出土状況

(2)井戸 1遺物出土状況

(1)第 1面全景

(2)第 3面全景
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(2)釦鐸片出土状況
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(1)調査区全景

(2)土坑 1断面

(1)第 1ト レンチ全景

(2)第 2ト レンチ全景

(1)溝 1断面 (第 1ト レンチ)

(2)落ち込み 1断面 (第 2ト レンチ)

(1)溝 2断面 (第 1ト レンチ)

(2)溝 2断面 (第 2ト レンチ)
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第 I章 位 置 と環境

位置と環境 豊中市は、大阪府北西部に位置し、西は猪名川を介して兵庫県に接する。旧国の区

分では摂津国豊島郡に属する。

豊中市の地形を概観すると、北部から東部にかけては待兼山・島熊山などの丘陵と、これらか

ら派生する段丘が広がる。千里川を北の境とする中部は、通称豊中台地とよばれる中・低位段丘

が、また台地の段丘崖を地形界に南部から西部にかけては猪名川などの沖積作用により形成され

た沖積平野が広がる。

なお、今回報告を行う、蛍池東遺跡は待兼山丘陵低位段丘上に、新免遺跡 。本町遺跡・岡町南

遺跡は豊中台地に、穂積遺跡、小曽根遺跡、利倉南遺跡は沖積平野に立地する。

歴史的環境 豊中市域において、人々の活動が確認されているのは旧石器時代に湖るが、明確な

遺跡は知られていない。現状では、蛍池北遺跡・蛍池西遺跡において、この時期の遺物が比較的

まとまって出土しており、将来待兼山丘陵周辺に該期の遣跡が発見される可能性を指摘するにと

どまる。

つづく、縄文時代においても明確な住居を伴う集落は確認されていないが、千里川流域の河岸

段丘上に立地する野畑遺跡・野畑春日町遺跡・内田遺跡において中期から後期の遺構・遺物が確

認されており、千里川流域に一定の活動領域があったことが想定できる。また、市内各地でも早

期から晩期の遺物が散発的に出土しており、豊中台地等においても該期の人々の活動領域が存在

した可能性が予想できる。

弥生時代には、待兼山丘陵、豊中台地、また沖積平野において集落の形成が認められるように

なる。前期の段階では沖積平野上の勝部遺跡 。小曽根遺跡において集落の展開が想定されている

が、山ノ上遺跡のように台地から派生する舌状丘陵に立地する遺跡においても生活の痕跡が確認

されていることは注目される。中期には、蛍池北遺跡や新免遺跡において集落が出現し、小曽根

遺跡においても前期にひき続き集落が展開する。この時期を通じて、拠点的な集落として繁栄す

る小曽根遺跡や方形周溝墓群を中心とする大規模な墓地を擁する蛍池北遺跡が後期には衰退する

のに対して、新免遺跡は後期以降も拠点的な集落として展開している。中期後半から後期には、

平野部・丘陵を問わず大小の集落が出現し、後期には集落の数が増大する傾向にある。なお、こ

の時期に出現し、展開する穂積遺跡、服部遺跡などの大規模な集落では東西各地の搬入土器が比

較的まとまって出土しており、該期の流通を考える上で注意されよう。終末期になると、墓制に

大きな変化が見出される。後期に一般化する円形周溝墓に加えて、終末期になると突出部を有す

る円形 (前方後円形)周溝墓が服部遺跡に出現し、突出した権力が形成し始める社会的状況が窺

われる。
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古墳時代の集落の多くは、弥生時代の集落の立地を踏喪するものが多い。しかし、前代から継

続して展開する集落の例は今のところ少なく、利倉西遺跡、利倉南遺跡、島田遺跡などを挙げる

だけである。その他の集落については、弥生時代終末期から古墳時代前期の間に途絶し、中期ま

たは後期に再び集落が展開するようである。なお、前 。中期の主要な集落は平野部にみられるが、

後期には桜井谷窯跡群における須恵器生産の隆盛に伴い、千里川流域の柴原遺跡、内田遺跡、新

免遺跡、本町遺跡た天竺川流域の熊野田遺跡において集落が展開する。これらの遺跡では須恵器

不良品が多量に出土する遺構を確認しており、須恵器生産に関与した集団が存在した可能性が想

定されている。また、蛍池東遺跡では難波宮下層遺構または和歌山県鳴滝遺跡に匹敵する規模を

有する前期末から中期の倉庫群が確認されおり、この時期から、豊中の地にも政治的施設がみら

れるようになる。

一方、市内の古墳は前期古墳の待兼山古墳、御神山古墳が丘陵上に築造されるが、継続する古

墳は認められない。前期末からは台地上に桜塚古墳群の築造がはじまり、後期には太鼓塚古墳群、

新免宮山古墳群が形成される。この他、台地及び平野部の各遺跡において古墳周濠の検出が相次

いでおり、古墳分布の再検討が成されつつある。

これら古墳の築造が終末を迎える飛鳥時代には、金寺山廃寺が造営され、その関連が考えられ

る建物が本町遺跡に出現する。奈良時代には、旧山陽道に近接する蛍池北遺跡、伊丹街道沿いの

山ノ上遺跡、また桜塚街道上の曽根遺跡や猪名川下流域の上津島南遺跡、島田遺跡などにおいて

まとまりのある集落が展開し、その他の遺跡でも建物群が散発的に展開する。このうち、蛍池北

遺跡では柵列を伴って整然と並ぶ建物が、また上津島南遺跡や島田遺跡では、当該期の一般的な

建物にはみられない大規模な建物群が検出されており、官衡関連機関もしくは有力氏族の居宅と

想定されている。なお、これらの遺跡はその性格を変化させつつも平安時代以降に継続しており、

該期の集落の形成や開発との関連が注目される。

平安時代前期から中期の集落の状況は不明瞭な部分が多く、奈良時代に展開する先の遺跡の他

に、少路遺跡、新免遺跡、豊島北遺跡、服部遺跡において遺構が散発的に検出されているだけに

とどまる。このような中、曽根遺跡では官衡もしくは郡規模の開発領主の居宅と推定される大型

建物群が周囲に関連施設をともなって展開する。この建物群が廃絶する時期からあとに、政治的

色彩をおびた建物群の展開は見られなくなるとともに、にわかに中世村落への移行の動きが平野

部の集落からはじまる。

平安時代後期には、小曽根遺跡・穂積遺跡・島田遺跡・上津島南遺跡など平野部の遺跡でまと

まりのある集落が出現する。このなかで小曽根遺跡や穂積遺跡は、摂関家領垂水西牧 (後の春日

社彼)と して荘園化しており、公事 。年貢を担い得る名主層の確立がうかがわれる。一方、その

様相が明らかになりつつある小曽根遺跡では、一定の区画の中で建物群が展開しており、経営の

安定化に成功した百姓層の姿を見出せることは注目されよう。以後、集落は鎌倉時代を通じてそ

の範囲を拡大し、後期には服部遺跡や熊野田遺跡などの新たな集落が成立する。また、平安時代
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22 新免宮山占墳群   32 桜塚古墳群 42 曽根遺跡

23 金寺山廃寺塔刹柱礎石 33 下原窯跡群 43 曽根東遺跡

24 本町遺跡      34 長奥寺遺跡 44 原田中町遺跡

25 新免遺跡      35 梅 _ra古 墳  45 原田元町違跡

26 箕輪遺跡      36 埴輪散布地 46 す直輪窯跡
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30 岡町遺跡      40 原田城跡  50 月R都遺跡

第 1図 遺跡分布図 (1:50、 000)

52 石連寺廃寺  62 小曽根遺跡

53 寺内遺跡   63 南郷目代今西氏屋敷

54 利倉北遺跡  64 北条遺跡

翫 利繊 跡
 静 土蓮宣磐練

遺肋

56 利倉南遺跡  67 上津島南遺跡
57 利倉西遺跡  68 穂積 ポンプ場遺跡
58 椎生の前遺跡 69 島RI遺跡
59 月R部西遺跡  70 庄内遺跡
60 穂積遺跡   71 島江遺跡
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後期から鎌倉時代にかけて、山ノ上遺跡および小曽根遺跡・北条遺跡の北方の段丘上にある石蓮

寺廃寺において寺院が建立される。その造営主体については不明であるが、仏教信仰が在地に浸

透する土壌が成立していたことは、この時代の社会を考える上で注意されよう。

鎌倉時代末期から室町時代にかけて、集落の形態に大きな変化が現れる。中世前期の集落は耕

地の中に建物群が点在し、屋敷と耕地がまだ分離していない状態にあったが、この時期から屋敷

と耕地が分離し集落は複数の建物群の集合伝、いわゆる集村的景観を呈するようになる。その頃、

垂水西牧では在地と春日社神人との対立が激化し、南北朝期を通じて在地支配は混乱する。六車

郷に「原田兄弟」が登場し、南郷目代今西氏が小曽根村に下向して方二町の屋敷を構えるのも、

この時期にあたる。

戦国時代以後の集落は調査成果が乏しく状況は不明であるが、原田神社境内周辺に位置する岡

町では商業地的様相をおびて展開することが文献から窺われる。また、この時期は市域の要所に

城郭が出現する。刀根山城、原田城、椋橋城である。これらの城は織田信長による有岡攻めの最

前線となるが、原田城の調査において検出された幅18m、 深さ6mも の堀は、その状況を知る上

で貴重である。以後、これらの城郭は放棄されたのか、文献から姿を消す。

太閤検地以後幕藩体制の確立の中で、市域における村落は近世村落へ再編され、平安時代末期

から続いた春日社領垂水西牧も解体する。市域の大部分は天領・譜代大名領国などに細分される

が、唯―の外様大名として麻田藩が組み込まれる。その規模は一万石で、祝正治氏から譲りけた

屋敷を陣屋として幕末に至る。陣屋の全容については、今後の調査に期待されるところが大きい。
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第Ⅱ章 蛍池東遺跡第 9次調査の概要

第Ⅱ章 蛍池東遺跡第 9次調査の概要

1.調査の経緯

当該地点における建築確認申請の提

出にもとづき、社会教育課では、当該

地点が蛍池東遺跡の範囲に含まれるこ

と、基礎工事によって遺跡が損壊を受

ける可能性が高いことから、施主側に

対 し確認調査の指示を行った。立会の

結果、表上下約20cmの 地山削平面より

ピット数イ固を確認するところとなった。

確認調査の結果、基礎工事部分全面

を対象とする発掘調査の必要性を確認

し、施主側の了承のもと、発掘調査を

実施する逗びとなった。調査は、1996年 10月 28日 よりH月 29日 までの、延べ 1カ 月を得て実施

した。

Ｉ

Ｉ

マ

殉

世

千

第 3図 調査地点の位置 (1:5000)
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第互章 蛍池東遺跡第 9次調査のlFX要

2.調 査 の概 要

(1)基 本層序

調査区内の層序は基本的に、現地表より約 10～ 20cmの深さに旧家屋建築時の整地土があり、

その下に家屋以前の耕作土が約 5cmの厚さで堆積していた。ただし調査区西端の地形傾斜部に

限り奈良～平安期とみられる包含層の遺存を確認した。遺構はいずれも地山削平面で検出した。

(2)検 出 した遺構 と遺物

検出した遺構として、掘立柱建物 5棟、竪穴住居 2棟、土壊墓 1基のほか、ピット約68基 な

どがある。このうち北東―南西に整然と並ぶ 3棟の倉庫と見られる掘立柱建物は、古墳時代中

期初頭頃に比定され、先に大阪モノレール事業地内で確認された大型倉庫とともに一連の遺構

群と見られるものである。以下、主要な遺構について概要を報告する。

倉庫 1 調査区の中央部でほぼ全答を確認しえた建物である。桁行 5間 (約 9m)、 梁行 4間

(約6.7m)で 、柱間は桁行約 1.8m、 梁行 1.62～ 1.75mを 計測する。柱穴は、一辺約50～ 80cmの 方

形状を呈するものが多く、外周の柱穴が内側のものに比べるとやや大きい。深さも、内側のも

のが25～ 50cm、 外側のものカン5～ 84cmで、概ね外側のものが20～ 30cm程度深い。

外側の柱穴のうち、北西辺の中央、および東南辺の中央にある柱穴は、他の柱穴と規模、形

状を異にする。すなわち北西辺中央の柱穴は、長径 120cm、 短径84cmの 長方形を呈 し、建物内

側の約半分が浅く、階段状に掘込まれている。深さは外側が84cm、 内側が60cmで 、他の柱穴に

比べると極端に深い。一方、東南辺中央の柱穴も同様に、長径 100cm、 短径80cmの 長方形平面

で、階段状の掘形を有する。ただし深さは北西辺中央の柱穴に比べると浅い。これら2個の柱

穴は、妻側中央に対称的に配置される点から、建物全体の軸構造を支える中心的な棟持柱と推

定される。

柱穴の埋土は概ね褐色粘質シルトを主体とするが、地山の黄色粘土ブロック層と交互に突固

めるように埋め戻したものも存在する。またほとんどの柱穴から柱の痕跡が確認され、それに

よると直径30cm前 後の柱が立てられていたものと想定される。ただし棟持柱と推定される北西

側の柱穴からは、詳細な観察にもかかわらず柱の痕跡は確認できなかった。再利用のための抜

き取りの可能性も考えられたが、埋土の乱れもとくに認められず、やや問題を残している。

なお北西辺より2列 目の柱穴列に並行して、もう一列の柱穴列が検出された。覆土の断面に

見る限り、いずれも倉庫の柱穴よりも新しく掘込まれたものである。倉庫 1の北西側に新 しい

別の建物が存在する可能性も考えられたが、これに続 くとみられる他の柱穴は全 く確認できな

かった。またSP-9、 lo、 21、 22に接 して計 4個の柱穴が存在するが、その規則的な配置から倉

庫 1に ともなう柱穴の可能性も考えられる。なお建物の方位はN-61° 一Wである。

柱穴からの出土遺物は数少ない。sP-22か ら出土した土師器の高杯脚部 1点のほか、弥生中

期とみられる重破片数点をあげるにすぎない。土師器の高郭脚部は、端部を欠失するが、中空
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第 4図 遺構全体図 (1:100)
の脚柱部から屈曲して開く形態から、いわゆる布留式の範疇に属するものとみられる。他の器

種が不明のため詳細な時期を明らかにすることは難しいが、モノレール事業地内で検出された

大型倉庫と大きな隔たりはないものと推定される。

竪穴住居2
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第Ⅱ章 蛍池東遺跡第9次調査の概要

25.20m

0            2m
引

第 5図 倉庫 1平面 ・断面図 (1:80)
倉庫 2 倉庫 1と 方位を共有し、かつ柱穴ラインを揃えるように建てられた

度しか検出していないが、柱穴の規模や柱間に

、ほとんど同規模の建物と推定される。倉庫 1、

る。

第 6図 倉庫1  倉庫 3 竪穴住居 2と 重複して検出した 3個の柱穴である。柱穴はいずれも
出土遺塚 ±4)倉 庫 1の柱穴列のほぼ延長上に位置し、かつ方位が一致すること、柱穴の規模、
柱間ともに大差がないことから、おそらく倉庫 1、 2と ともに整然と配置された倉庫の一部で

ある可能性が高い。

竪穴住居 1 調査区の南西部で、倉庫 2と重複して検出された方形プランの竪穴住居である。
東西3.36m、 南北検出長2.12m、 遺存した深さ約10cmを計測する。肩部の立ち上がりは緩やかで、

も
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第Ⅱ章 蛍池東遣跡第 9次調査の概要

0           1m

第 7図 竪穴住居 1平面 ・断面図 (1:40)
壁溝は検出されなかった。床面に直径40～ 60cm、 深さ約50～ 60cmの 2個の柱穴を検出した。柱

痕から知られる柱の直径は約15cmで ある。住居の掘込み底部はやや凹凸が多く、貼床が施され

ている。倉庫 1の柱穴は住居 1の貼床の下から検出され、明らかに住居が新しいと判断される。

なお住居の方位はN-13° 25′ ―Wである。

出土遺物として、若干の須恵器片、土師器片数点がある。須恵器の型式を特定できず、詳細

な時期は不明である。

竪穴住居 2 調査区の北東部で、倉庫 3と 重複して検出した方形プランと見られる竪穴住居

である。検出長3.76m、 深さ約35cmを 計測する。壁溝は 2本検出され、外側のものは幅28cm、

深さ5cm、 内側のものは幅25cm、 深さ10cmで、タト溝の北西端がややカーブするところからコー

ナー付近に相当すると考えられる。土層断面の観察から外溝が新 しく、建て替えの際に拡張、

もしくは若千の移動が行われたものと推定される。住居の方位はN-63° ―Wである。

覆土からの出土遺物として、須恵器、土師器の破片がある。比較的残 りの良い須恵器の杯蓋

は、陶邑編年のTK-208型式頃に対応するものと推定される。

掘立柱建物 1 桁行 4間 (7.16m)、 梁行 3間 (5。 24m)の建物である。桁行の柱間は、中央 2

間分が約2.2m、 妻側各 1間が約 1.2～ 1.5mで 妻側がやや短い。柱穴は円形状を呈し、直径56～

86cm、 深さ30～ 50cmを計測する。倉庫 1の柱穴との重複関係から明らかに掘立柱建物 2が新し

い。建物の方位はN-64° 30′ 一Eである。

柱穴からの出土遺物として、須恵器、土師器の破片がある。このうち須恵器の杯蓋は、立ち

上がり部を欠失するが、陶邑編年のTK-43も しくはTK-209型式に対応するものと推定される。

掘立柱建物 2 調査区の南東隅付近で検出した、 1間 ×2間以上の規模を有する掘立柱建物

である。柱穴はいずれも円形状を呈し、直径60～ 76cm、 深さ46～ 52cmを計測する。調査区南壁

にかかる柱穴が当建物に伴うものであれば、総柱の倉庫の可能性が考えられる。建物の方位は

-9-



第Ⅱ章 蛍池東遺跡第9次調査の概要

|

平面  ・断面図 (1:20)

I、 2は上層出土

~5

N-8° 30/― Wである。

柱穴からの出土遺物として、若干の

須恵器片、土師器片があり、甕破片の

内面ナデ調整の特徴から奈賞時代以降

に比定されるものと推定される。

土境墓 1 長さ206cm、 幅93cm、 深

さ46cmの長楕円形を呈する土坑である。

遺物の出土状況並びに掘形の規模、形

状から土壊墓の可能性が高い。遺物は

いずれも土坑の北側に集中し、覆土上

層 (肩部付近)お よび底部の 2箇所に

分かれて出上 した。埋葬当初に置かれ

たと見られる遺物として土師質皿 5点、

鉄刀 1点がある。底部中央付近から出

土 した土師質の皿は、遺体の頭部付近

に、また土坑東側の底部からやや浮い

た位置から出土 した鉄刀は、遺体の左

腕部に沿って置かれたものと推定され

る。また土坑北端の肩部付近から出土

した完形の上師質小皿等は、底部出土

の上器とも時期差は認められず、埋葬

直後の葬送儀礼に関連するものとも推

定される。覆土は底部付近に厚さ約5cmの

黄灰色、褐色粘土～シル トが堆積 している

ほかは、均質な褐色粘土～シル トで覆われ

ていた。断面観察の結果、木棺が埋置され

ていたような痕跡は全 く検出できなかっ

た。

Ｅ
ｏ
一
．
い
劇

ヤ

出土遺物として土師質の皿、瓦器椀の破

片、鉄刀がある。鉄刀は長さ約31cm、 刀身

部幅2.8cm、 茎の長さ約 7cmで刃部の先端

側はやや内反りの傾向を示す。土師質皿はい

ずれも13世紀代の特徴を示し、第 7次調査地点で検出した建物とも同時期のものとみられ、該

期の集落、もしくは屋敷地の一角に土娠墓が営まれたものと推定される。

0                   10cm

第 9図 土境墓 1出土遺物 (1:4)

第 8図 土墳墓 1
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第Ⅲ章 新免遺跡第44次調査

調査の経緯
『
司週

1995年 7月 、本町 2丁目 102における共同住宅の建築確認

請が市に提出された。教育委員会社会教育課では、現地が新

免遺跡の範囲に含まれること、建物の基礎工事によつて遺跡

が損壊を受ける可能性が高いことから、同年 9月 27日 に試掘

調査を実施 し、地表下約30cmの段丘層上面において明確な

遺構を検出するところとなった。ただ予定される工事内容の

うち建物部分については基礎深度が遺構面に達しないため、

建物よりも深い掘削が予定されるガレージ部分についてのみ発掘調査を実施することとなった。

調査はガレージ相当部分の約H♂ を対象に、1995年 10月 23日 からlo月 31日 までの約 1週間を要

した。

2.位置と環境

新免遺跡は、通称豊中台地の北西部、標高22m前後のなだらかな低位段丘上に立地する。時

代は縄文時代、弥生時代中・後期から古墳時代中・後期を経て中世の各時代に及ぶが、とくに

かし」‐Iユ仰〕

第Ⅲ章 新免遺跡第44次調査

0                 10m

第10図 調査範囲図 (1:400)

第11図 調査地位置図 (1:5000)



第Ⅲ章 新免遺跡第44次調査

中心をなすのは弥生中 。後期と古墳後期である。これまでに豊中市域で確認されている弥生時代

遺跡のなかでは、住居の検出数において他を大きく凌駕し、千里川を軸として結ばれる遺跡群の

中核に位置づけ得ると考えられる。また弥生集落に重複して営まれた古墳後期集落からは、数多

くの建物遺構のほか、溝、土坑等より焼成不良品や焼け歪みを伴う多量の須恵器が出土し、隣接

する本町遺跡とともに千里川上流域に広がる須恵器窯跡群との関係が想定されている。今回の調

査地点は、遺跡の北部、千里川を見下ろす段丘崖より約 100m程 内側に入った比較的起伏の少な

い地形上に位置する

3.調 査 の成果

(1)基本層序

当遺跡は起伏の少ない段丘上という立地条件から、中世以降、耕作に伴う削平を受けやすく、

それ以前に形成された遺跡の包含層や遣構面の検出深度も比較的浅い場合が少なくない。また箕

面有馬電気軌道 (現阪急宝塚線)の開通にともなう住宅開発の結果、昭和の初期頃より木造家屋

の建ち並ぶ閑静な住宅地となって今日に至っている。ただ木造という簡素な基礎が幸いしてか、

遺跡の遺存状況は全体に良好で、これまでに実施した調査の結果、非常に密度の高い遣構群が検

出されている。ただ今回の調査地点では、近 。現代の攪乱が段丘粘土層にまで及んでおり、包含

層の遺存はほとんど認められなかった。遺構は整地層直下の段丘粘土層上面において検出したも

のである。

(2)検 出 した遺構 と遺物

検出した遺構として、土坑 4基、柱穴を含むピット34基がある。ピット34基のうち、深さ

30cm以 上を計測するものは13基で、いずれも建物の柱穴とみられる。柱穴のうちのいくつかは

直線もしくはL字状の配列を示し、建物跡の一部である可能性が考えられる。ここでは土坑のほ

か、建物跡の可能性の高い柱穴列を取り上げ、概要を記すこととする。

柱穴列 1 】ヒ西―南東に並ぶ 3個のピットである。直径20～ 30cm、 深さ30～ 40cm、 柱間は 1.4～
1.6mを 計測する。調査区の南西コーナー付近で検出した深度30cmの ピットは、ちょぅどこの柱

穴列と直行する位置関係にあり、同一建物に所属するものと考えることも可能である。あるいは

この南西コーナーの柱穴を柱穴列 2に属するものとし、建物はさらに南側に続くと考えることも

できる。

柱穴列 2 柱穴列 1と 交差して並ぶ 3個の柱穴である。直径30cm前 後、深さ32～ 37cm、 柱間は
1.8～ 2.lmを 計測する。柱穴の重複関係から、柱穴列 1が新しい。最も北側の柱穴から短い脚台

付きの鉢が出土している (第 13図 9)。 口径13.2cm、 器高 7.8cm。 斜め上方に直線的に開く杯部

に、底径 5.lcmの短い脚台が付く。器面は風化しているが、杯部外面に鈍い指頭調整の痕跡を残

す。弥生後～終末期に属するものと推定される。

桂穴列 3 南北に並ぶ2個の柱と、それと直行する位置関係にある計 3個の柱穴からなる。柱穴
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の規模は直径25～ 35cm、 深さ20～

24cmで柱間はともに 1.2mで等 し

い。柱の配列から建物は南側に続

くと推定される。北東コーナーの

柱穴から須恵器の破片が出上してい

る。

土坑 1・ 2・ 4 調査区南端で土

坑 3と ともに重複する 3基の上坑

ある。当初、竪穴住居の一部かと

もみられたが、掘形の形状から3

基の上坑と判断した。いずれも一

部を検出したにとどまり、全体の

形状、規模、性格等は判然としな

い。また土坑 2、 4は当初、同一

の遺構とみて掘 り下げたため、出

土遺物を区別することは困難であ

る。

出土遺物 (第 13図 )の うち、 1

が土坑 1に伴 うものであるほか

は、土坑 2、 4か ら出上した。 l

は甕の口縁部で口径 13.5cm。 やや

九みを持って外反する口縁部を有

し端部は丸くおさめる。体部上半

に粗いタタキロを残す。土坑 2、

4か ら出上したものの中で、 2、

を有する。 2は口径 13.8cm。「く」

第Ⅲ章 新免遣跡第44次調査

E

郎|

Wo,・ ZZ十 J・と

1 暗褐色シルト(10YR3/3)        5.暗褐色シルト(10YR3/3)30%十黒褐色シルト(10YR2/2)30%
2.1に黄褐色地山粘土(10YR5/8)20%合む    十黄褐色地山粘土(10YR5/8)40%
3.1に責褐色地山粘上(10YR5/8)30%合む  6.暗褐色極細砂(10YR3/3)
4.黒褐色シルト(10YR2/2)

第12図 遺構平面図 (1:50)

6、 8は弥生V様式の特徴を残し、 3、 4、 7は布留型の特徴

字状に外反する口縁部の下端から肩部にかけて連続するタタ

0          100n

第13図 土坑 1・

ヽ

謹 :

2・ 4、 SP-6出 土遺物

O           10cln

i4)



第Ⅲ章 新免遺跡第44次調査

キロを残す。 3は 口径 12.cm。 大きく「く」字状に外反する口縁部を有し、端部は内側に小さく

折 り返し肥厚する。口縁部内外面はヨコナデにより調整し、体部内面は上端部を残し鋭いヘラケ

ズリが施される。 4は 口径 14.3cm。 やや内弯気味に開く口縁部を有し、端部は内上方にわずかに

つまみあげる。内外面ともにヨコナデ調整が施される。 5は台付き鉢の底部で、底径 5cm。 体

部内面に一部ハケ調整の痕跡を残す以外、丁寧なナデが施される。 6は甕の底部で、底径 4.5cm、

外面にタタキロを残す。 7は甕の底部である。九底の形状を呈し、外面に細かいハケ調整が施さ

れる。 8は甕の底部とみられる。底径 4.5cm、 内面をハケ、底部外面を強い指頭調整により整え

る。

土坑 3 検出した範囲は円形に近く、東西 1.70m、 南北 1.65m、 深さ10cm未満を計測する。覆土

中より比較的残 りのよい高杯、壼口縁部などが出上した (第 14図 )。 二重回縁壷の口縁部 (10)

は、回径23.2cmで、ほぼ垂直に立ち上がる頸部から一旦水平に開き、再び大きく逆ハ字状に外反

する。口縁端部は傾斜する狭い面をなす。口縁部の内外面、および顕部外面ははともに水平方向

の細かいヘラミガキ、頸部内面は斜め方向のハケ調整が施される。高杯 (H)は 、口径20.6cmで、

ハ字状に開く中空の脚部に、有段口縁の杯部が取り付 く。杯底部と口縁部との境界の段は明瞭で、

外面下方に粘上がわずかに垂下する。この段から回縁部が大きく外反し、端部は斜め上方につま

みあげ、やや幅広の面をなす。調整は、杯部内外面をナデののち水平方向の細かいヘラミガキ、

脚部外面を縦方向のヘラミガキ、内面をナデによる。脚部には数は不明であるが透かし孔の一部

が観察される。鉢 (12)は、口径 7.5cm、 残存高 5,3cm。 球形の体部から、垂直方向に短く立ち

上がる口縁部を有する。口縁部は強いナデ、体部外面はハケ、内面はハケのちナデにより調整す

半―+―∨
0                 10cm

る。鉢の底部 と見 ら

れる破片 (13)は 、

底径3.3cm。 14は径が

やや大きいが、体部

の浅い九底の鉢 と思

われる。九い体部か

ら口縁部がやや内弯

気味 に大 きく開 く。

風化のため調整は不

明。

第14図 土坑 3出土遺物  (1:4)

4。 まとめ

調査範囲の制約から、柱穴など検出遺構の具体的な性格を明らかにすることはできなかったが、

出土遺物の中には、土坑 3を はじめ当集落における庄内～布留期の土器様相を考える上で、良

好な資料が含まれている。



第Ⅳ章 新免遺跡第45次調査

第Ⅳ章 新免遺跡第45次調査

1.調査の経緯

1995年 1月 に提出された建築確認申請の

内容にもとづいて、教育委員会社会教育課

では、現地が新免追跡の範囲に含まれるこ

と、建物の基礎工事によつて遺跡が損壊を

受ける可能性が高いことから、同年 3月 18

日に試掘調査を実施した。その結果、現地

表より10～ 20cmの深さにおいて、地山の

洪積段丘層を検出し、その直上において古

墳の周濠ともみられる須恵器を含む溝状遺
o              10m

構等を確認するところとなった。発掘調査

が必要と認められる範囲である約95ポを対

象に、1995年 4月 23日 から5月 31日 までの

約 1カ 月間を要して調査を実施した。

第15図 調査範囲図 (1:400)

帯
、ヽ
．
”与
ハ

【

立
４

第45次調査区

第16図 調査地位置図 (1:5000)
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第Ⅳ章 新免遣跡第45次調査

2.位置と環境

新免遺跡は、通称豊中台地の北西部、標高22m前後のなだらかな低位段丘上に立地する。遺跡

の時代は縄文から中 。近世に及ぶが、とくに中心をなすのは弥生中・後期と古墳後期である。こ

れまでに今回の調査地点をほぼ北限として、遺跡の南部より数基の古墳が検出されている。新免

古墳群とも呼称されるこの古墳群は、集落跡と併行する6世紀初頭から中頃に及ぶ時期のもので、

集落と墓域との密接な関係が想定されてきた。また、集落との関係が想定される桜井谷窯跡群と

ともに、墓地、居住地、生産地の三者の関係を具体的に明らかにしうる数少ない遺跡である。

3.調 査 の成果

(1)基本層序

当地点は、現地表下10～ 20cmの 薄い表土層の下は段丘を構成する地山粘土層となる。本来存

在したと思われる中、近世の耕土層、床土層は近、現代の開発により削除され、まったく残存し

ていない。したがって当地点では、基本層序といえるほどものは存在しない。

(2)検出した遺構 と遺物

検出した遺構として、水路とみられる溝 1条のほか、耕作に伴う小溝12条がある。

清 1 】ヒ西―南東方向に走る検出長約Hm、 幅1.35～ 2.35m、 深さ37～ 44cmの 比較的大型の溝で

ある。溝の掘形は東西で異なり、東半部が断面U字形の明らかに1条の溝を示す掘形をもつのに

対し、西半部は北側が一段深く、南側が約15cm前後高くなっており、前後して掘り込まれた 2

条の溝の重複を示すものとも考えられた。溝西半部の上層の堆積状況からは、かろうじて南側の

埋没後北側が新たに掘り込まれたことを示す状況が窺えたものの、第17図に示すほど実際には必

ずしも明確なものではない。西半部の上段部分東端が中央付近で途切れていることや、溝の東側

断面において明確な切り合いが認められないことなど、2条の重複を積極的に証明する材料は乏

しい。したがって溝西半部の特異な状況は、当初からの形状を示すものと判断したい。

TP.+23.60m

fを目33意など;磯潔
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第Ⅳ章 新免遺跡第45次調査

表土(撹乱土)
にない黄色極細粒砂(25Y6/4)
にない黄色極細粒砂(25Y6/3)

0                          4m

第18図 遺構平面図 (1:80)

溝の堆積上の状況は、概ね灰白色ないし灰褐色のシル ト～細粒砂を基本とするが、とくに溝東

半部から西半部北側の深い部分において、中央部に断続的な細粒砂～中粒砂の堆積が厚く認めら

れた。幾度かの強い流水作用の結果、運搬された土砂により埋没したものと推定される。なおこ

の砂層中より古墳時代後期の須恵器、中世の瓦器、近世の陶磁器などの破片が数多く出土した。

須恵器が最も多く、いずれも転磨による摩減が著しい。

当溝から出土した遺物として、摩減の著しい古墳時代の須恵器の他、伊万里の椀、皿、唐津の

皿、須恵質の羽釜、瓦質の火鉢などがある (第 19図 )。 伊万里の椀 (1)は、口縁内外面に2条

の圏線、外面に草花文を呉須で描 く。 2、 3、 4は伊万里の皿である。 2は 口径 13cm、 器高

働
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第19図 出土遺物 (1:4)

第Ⅳ章 新免遺跡第45次調査

3.8cmで、内面に呉須で文様を描 く

が、内容は不明。 3は底径 5.2cmで、

見込みに鈍い呉須による草花文とみ

られる文様を描 く。 4は底径 4.4cm

で、見込みに幅 1.8cmの 釉ハギの痕

がめぐる。 5は唐津の皿である。底

径 4.6cmで 内面に2か所の トチン痕

を残す。須恵質の羽釜 (6)は 口径

約20cm。 九い体部から回縁部がそ

のまま斜め内方にのびる。羽部は短

く貧弱である。瓦質の火鉢 (7)は

回径約34cm。 口縁部に 2条の突帯

を付し、その間に雲気様のスタンプ

文を施す。

当溝は、わずかに混入した陶磁器の特徴から18世紀後半を中心とする近世に属するものであり、

溝の形状、堆積土、周囲の状況から、おそらく段丘上の開墾に伴う農業用水路であろうと推定さ

れる。

小溝 溝 1に平行ないし直行する溝で12条 を検出したが、深度が浅いため重機掘削の段階で消滅

してしまったものが多い。幅 15～ 35cm、 深さ5cm未満で、耕作土とみられる灰色細粒砂を覆土

とする。溝 1を段丘上の潅漑に伴う用水路とみれば、方位を同じくするこれら小溝は同時期の耕

作痕である可能性が高い。

4。 まとめ

確認調査の際に検出した溝は、古墳の周溝という当初の予想に反して、近世の農業用水路であ

る可能性が高いことが半J明 した。新免遺跡の立地する段丘上は、中世以降、耕地開発が進められ、

明治14年の陛軍陸地測量部による地形図にも窺われるように、近代に至るまで耕地利用が続けら

れた。ただ近世以後の開発を物語る具体的な遺構は、耕作による小溝や井戸などを除いて、ほと

んど知られておらず、今回さらに耕地開発の実態を明らかにする資料が得られたことは成果とい

えよう。

耳

７
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第V章 新免遺跡第46次調査

第V章 新免追跡第46次調査

0               10m
|

1.調査の経緯

当該調査地点は、末広町 1丁目86に位

置している。専用住宅建築に伴つて試掘

調査をおこなったところ、遺物包含層お

よび遺構の存在を確認した。このため工

事に先立って当該調査をおこなう逗びと

なった。当該調査は1996年 4月 23日 ～ 5

月24日 の期間で、遺物包含層および遺構

が損壊を受ける47.3ド を対象におこなっ

た。

2.遺跡の概要

新免遺跡は、西側および北側を千里川に伴う河川段丘に、東側を阪急宝塚線で画されている。

東西約880m、 南北約550mを 測り、市内でも範囲の広 い追跡として知られる。調査件数は、他の遺

第21図 調査地位置図 (1:5000)
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第V章 新免遺跡第46次調査

跡と比べて最も多く、かつ個人および共同住

宅の建て替え、阪急宝塚線連続立体交差事業

などが主な調査契機となっている。これまで

の調査により、縄紋時代から近世にかけての

遺構・遺物を検出しているが、特に弥生時代

中期・古墳時代後期のものが多 くみられる。

近年、遺跡の南半で古墳群の存在が知られて

おり、同時に集落跡からは焼け歪んだ須恵器

が検出され、一帯に存在する桜井谷窯跡群と

の関連も指摘されている。

3.調 査 の成果

(1)基本層序

調査区における基本層序は、以下の通りで

ある。現地標高は、T.P.+24.Clal前後であり、約

0.3mで遺構面に達する。少なくとも遺構面の

上面まで一様に包含層はほとんどみられず、

後世の削平を受けた部分が大半であったと考

えられる。

(2)検出 した遺構

今回の調査では47.3だ という狭さにもかかわ

らず、土墳 3基、溝 7条 といった多くの遺構

を検出した。遺構の多くは後世の削平を受け

4m | ている。土墳は 3基みられるが、いずれも深

度数cm程度 しか残存 しておらず、その性格、
第22図  調査区全体図 (1:80)

年代を明らかにできるものは少なかった。溝は北東から南西にのびるものと、北から南にのびる

ものがある。前者が多く、これらの幾つかは同時期のものと考えられる。これらの遺構からは近

世後期の陶磁器を中心に須恵器および土師器などを検出している。

今回の調査では、溝 1を 中心に数条の溝がみられ、このほかの遺構はほとんどみられない。全

体として遺跡の性格を決定付けるような遺構は希少であった。ここではこれらの中でも、遺構の

溝跡を中心にみてゆくことにする。

溝 1 調査区の北側にあり、北東から南西に向けてのびるやや幅の広い溝。幅約1.4mであり、深
さは現状で約35cmあ る。時期的には少なくとも2段階存在し、古いものが深く、新しい段階のも

のは浅く掘られている。新旧いずれの段階においても、それまでに形成された層が粗粒砂層によ

＝

コ

時
ヽ

０
０
ヨ
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TP,+2370m

1 黄褐色(25Y5/3)粘 上～細粒砂
2.にオい黄褐色(10YR4/3)細 一粗粒砂
3.にオい黄褐色(10YR5/3)中 ～/d粒砂
4.褐色(10YR4/4)細 ～中粒砂
5.褐色(10YR4/6)粘 土一細粒砂
6.褐色(75YR4/4)細粒砂
7 灰黄色(25Y6/2)シ ルト～粗粒砂
8.灰黄色(25Y7/2)粘 上～シルト

9 にない黄褐色(10YR5/3)極細～細粒砂
0 灰黄褐色(10YR4/2)細 ～中粒砂
H 灰黄褐色(10YR5/2)ンルトー細粒砂
12.灰黄褐色(10YR4/2)粘土～細粒砂
13.灰褐色(75YR4/2)粘土～細粒砂
14.暗灰黄色(25Y5/2)細 ～中粒砂
15 灰黄褐色(10YR5/2)シルト～細粒砂

第V章 新免遺跡第46次調査

口径約 10cmを測る。外面には

0                        10Cm

第24図  出土遺物 (1:4)

第23図 溝 1土層断面図  (1:10)

って削られており、洪水などによって幾度も撹拌されたことがわかる。溝 1と 同様の遺構は、近

隣でおこなわれた45次調査でも検出している。いずれも粗粒砂層による撹拌を幾度も受けている

こと、最も新しい遺物の時期がジF常に近いこと、両者の延長線が交差するとみられることなどか

ら、これらは同一の性格をもつと考えられる。また、溝 1の埋上に水流の痕跡がみられること、

調査区内に平行する滞があることなどから、この溝は田畠の水利利用にともなうものと考えられ、

近世以降の開2_Rに伴つて掘削されたとみられる。遣物は18世紀後半を中心とする陶磁器が主体を

占める。須恵器などの土器もあるが器壁の摩減がみられ、後世の混入と考えられる。

清 溝 1以外にも、幾つかの溝を検出している。内法は全体に幅20～ 30cm前後、深さ数cm前後の

ものが多い。軸方向は溝 1と ほぼ平行するものもみられ、これらは時期を同じくするものもある

と考えられる。遺物は若千出上しているが、全く遺物が出土しないものもあり、時期を特定する

には至らなかった。

(3)出土遺物

今回検出した遣物には、須恵器、土師器、近世の陶磁器などがあった。しかし、その多くが細

片であり、図示できたものは以下の2点であった。また、溝1の埋土から出土した遺物の多くは、

水流による攪拌によって摩減ないしは傷がついている。

1は溝1から出上した肥前地域のものと考えられる磁器丸椀である。

草花文を描き、比較的シャープな口縁端部をもつ。外面は激しい水

流による砂の攪拌によってついたと考えられる細かな傷が認められ

る。時期は18世紀頃と考えられる。

2は産地は特定できないが、京焼風の陶器と考えられる。表土層掘

削時に検出したものである。比較的分厚い高台を有し、外面には荒

いロクロ調整がみられる。時期は18世紀以降とみられる。

-21-



第V華 新免遺跡第46次調査

4.ま とめ

今回の調査では、溝跡を中心とする遺構を検出した。当該調査区で検出した溝の一部は、出土

遺物などから近世後期以降に掘削されたものといいうる。その性格は、この遺構鯉土にみられた

粗粒砂と粘土の混じり合った状況から判断すると、田畑の水利施設に関連するものとみられる。

今回の事例は、豊中市域における.近世後期の土地利用を考える上で重要な教唆を与え得るものと

評価することができる.。 今後、周辺の調査においては、こうした近世以降の遺構が検出される可

育ヒ性もあるといえよう。
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第Ⅵ章 本町遺跡第22次調査

1.調査の経緯

1995年 7月 、本町 2丁 目 102における共同

住宅の建築確認申請が市に提出された。これ

を受けて教育委員会社会教育課では、現地が

本町遺跡の範囲に含まれること、予定される

建物の基礎工事によって遺構が損壊される可

能性が高いことから、事前の試掘調査を実施

される旨申し入れ、施主側はこの点について

が徹底されておらず、不幸にも確認調査がなさ 第25図 調査範囲図 (1:400)
れないままに工事が着手されることとなった。1995年 H月 1日 、たまたま現地付近を通りがか

った市職員が工事中の現場に遭遇し、急邊掘削箇所の断面観察を行った。その結果、建物予定

範囲のほぼ全域にわたつて遺構、遺物の存在が確認され、ただちに工事の停止、ならびに現状

保存の指示を行つた。後日、役所内にて設計・施工の両者に対し事実確認を行うとともに、そ

の後の対応について協議を行い、施主の了承を得て、残された部分の調査を行うことで話し合

第Ⅵ章 本町遺跡第22次調査
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第26図  調査地位置図 (1:5000)
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第Ⅵ章 本町遺跡第22次調査

いがまとめられた。以上の経緯をふまえ、1995年 12月 23日 から1月 31日 までの約 1カ 月間をもっ

て発掘調査を実施する逗びとなった。

2.位 置 と環境

本町遺跡は、通称豊中台地の北部、低位段丘上に立地する。時代は弥生代中期から中世の各時

代に及ぶが、とくに中心をなすのは弥生後期と古墳後期、奈良・平安の各時代である。遺構は各

時代とも住居遺構を中心とする集落関連遺構が主体をなしている。ただし古墳後期集落からは、

溝、土坑等より焼成不良品や、焼け歪みを含む多量の須恵器が出上し、千里川上流域に広がる古

墳時代窯跡群との関係が想定されている。今回の調査地点は遺跡の南西部、段丘崖より約 100m

程内側に入った比較的起伏の少ない地形上に位置する。

3.調 査 の成果

(1)基本層序

まず調査区内の地区名称について述べておく。調査区内はすでに行われた基礎工事によっ大

きく4か所に分割されていた。そのため地区設定にあたっては通常の杭によるグリッド法によら

ず、分害jされた各部分をA～ D区 と呼称することとした。遺物の取り上げ等は、すべてこの地区

設定にもとづいている。

さて調査地点周辺は、阪急宝塚線の開通に伴う開発により、整然と区画された住宅地として

今日にいたっている。もともと当遺跡は中世以来、段丘地形の比較的良好な地形環境を占めるこ

とから、耕地開発の対象とされることが多く、それ以前の集落跡等に関わる遺構、遺物包含層は

大きく削平されている場合が少なくない。今回の調査地点も、地表よリマイナス40cmま では近

代以降の開発に伴う攪乱土で覆われ、調査地内の一部を除き遺物包合層はほとんど削除されてい

た。また竪穴住居等の遺存深度から、削平は段丘層の一部に達しているものと推定される。した

がつて、調査範囲の制約に加え、上記の理由から各遺構の重複関係等を層序的に把握することは

ほとんど不可能な状況であった。

調査の結果、A～ D区の各区では最終遺構面のレベルに差異が認められた。すなわちA_、 B

両区では攪乱上の直下で地山の段丘層を検出したが、D区では攪乱土の下に、須恵器を含む

20cm前 後の厚い包含層状の堆積土が存在していた。また最終遺構面の形状から、D区 を中心に

複数の遺構が重複している可能性も考えられるが、残存範囲の制約により、それぞれの範囲を明

示することは困難であった。

(2)検出した遺構 と遺物

検出した遣構として、竪穴住居 2、 土坑 3以上、溝状遺構 1、 ピット15等がある。これらは調

査範囲の制約に加えて、基礎工事による分断・損壊を受けており、各遺構の規模、範囲を明確に

することが困難なものが多い。以上の制約を考慮にいれながら、以下、主要な遺構、遺物につい
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1.

2.

3.

4.

5,

6.

7.

8.

9.

10。

日.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

撹乱土
責褐色シルト～極細粧砂(10YR5/6)
暗褐色極細粒砂～細粧砂(10YR3/4)土 器片多数合む
によい責褐色極細粒砂(10YR5/3)+褐色シルト(10YR4/4)
にない責褐色シルト(10YR5/6)+黄 橙色シルト(10YR8/8)
暗褐色シルト～極細粒砂(10YR3/3)
にない黄褐色シルト～極細粒砂(10YR4,5/3)十地山
暗褐色綱粒砂～極細粒砂(10YR3/4)
褐色細粒砂～極細粒砂(10YR4/4)
黄色シルト(2_5Y8/6)十 暗褐色細粒砂(75YR3/4)
暗褐色細粒砂(75YR3/4)に粗砂、レキ合む
にない黄褐色細粒砂(10YR5/4)+地 山
にない責褐色細粒砂～極細粒砂(10YR5/4)
暗責褐色粘土(10YR6/5)+地山90%
にh・い責褐色シルト～極細粒砂(10YR5/4)+地 山40%
褐色シルト～極綱柱砂(10YR4/4)
黒褐色シルト～極細粒砂(10YR3/2)
撹乱士
褐色細粒砂～極細粒砂(75YR4/4)+暗褐色細粒砂(10YR3/4)
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第27図 遺構平面図 (1:100)
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て説明を加える。

竪穴住居 l A区南西部において、幅約10cm、 深さ5cm未満の小規模な溝を検出した。 L字状に

屈曲しており、方形プランの竪穴住居にともなう壁溝の一部と推定される。北辺、東辺はいずれ

も調査範囲外に続いていくため、住居全体の規模は明確でない。壁溝で囲まれた範囲内には、住

居内覆土、もしくは貼り床と見られる褐色～暗褐色シルト混細砂の堆積があり、ここから若干の

遺物が出土している。なお住居内にある直径38cm、 深さ22cmの ピットは、柱痕をともなう明ら

かな柱穴であるが、検出位置から判断して、当住居とは直接関係のない別の建物跡にともなうも

のと推定される。出土遺物はいずれも細片のため、詳細な時期は不明である。

竪穴住居 2調査区東壁の南端付近において、土層観察の結果、かろうじて検出できた竪穴住居

である。検出長約 1.5m、 深さ14cm前後で、おそらく方形プランの住居の北西コーナー付近が切

断された状況を示すものと推定される。断面観察の結果、北と南に幅25cm前後の壁溝があり、

その間に貼り床および覆土とみられる2層の堆積上が認められた。出土遺物はとくになく、所属

時期も明確でない。

柱穴列 A区北東部において、 9基のピットがやや集中して検出された。このうち4基は直径

30cm前後、深さ20～ 35cmを計測し、一直線に並ぶことから建物跡に関連するものである可能性

が高い。またその方位は竪穴住居 1の方位にほぼ共通する。

その他、A区北西部、B区、D区 より比較的掘形の明瞭なピットが少数ながら検出されている。

住居等にともなう可能性が高いが、必ずしも明確でない。

土坑 l B区東側において検出した土坑である。西側肩部の落ちを検出したのみで、全体の規模、

形状は不明である。深さは10～ 20cmを計測し、肩部の立ち上がりは比較的急である。覆土は概

ね 2層 に分かれるが、このうち上層より多量の須恵器片が出土した。いずれも破片ばかりで完形

を保つものはなく、とくに赤褐色の色調を呈した焼成不良品が多く含まれる点が注目された。C

区の東側部分を覆う須恵器片を多量に含んだ包含層状の上層は、追物の出土状況からB区の土坑

1に続くものである可能性が高い。

出土遺物として須恵器の杯身・蓋杯・高杯・醒 ・甑・甕等のほか、一点の弥生中期の重破片

がある (第28図 )。 蓋杯 (1～ 3)は口径15cm前後、器高 4.5～ 5.3cm。 口縁部と体部を分ける

段は比較的明瞭で、体部の約 3分の 2に回転ヘラケズリを施す。日縁端部内面の段は、凹線状を

呈するもの、鈍い段を成すものがある。杯身 (4～ 6)は受部径 15.8～ 17.5cm、 器高 4～ 5cm。

体部は斜め上方に緩やかに弯曲してのび、水平ないし斜め上がりぎみの受部から口縁部が斜め上

方にやや外反気味に立ち上がる。日縁端部の段は6がやや細い凹線状を呈する他はさほど明瞭で

ない。このうち4は著しい焼け歪みを伴う。 7の杯身は受部径 13.2cm、 器高 4.8cmで 、体部や口

縁端部の形状から4～ 6と は明らかに型式・時期を異にする。 8は有蓋高杯の蓋とみられるが、

つまみを欠失している。日径 15.2cm。 体部と口縁部を分ける稜は比較的シャープで、口縁端部内

面の段は明瞭な凹線状を呈する。また体部上半には平行する2条の凹線がはしり、上部の凹線を

-25-



第Ⅵ章 本町遺跡第22次調査

腰
‐両‐
● Ю

�‖凹

0          10cm
i3

第28図  B区土坑 1出土遺物 (1:4)

挟んで 2列の櫛描列点文が綾杉状に施される。H・ 12は高杯の脚部である。12は脚柱部の中位に

施された凹線をまたぐように幅 5mm以下の狭い 3方透かしが一段だけあけられる。この脚柱部

下部には櫛描波状文が密に施される。庭 (9)は体部径 9,4cmで 、 2条の凹線の間に細かい櫛

描列点文を施す。10は甑の把手である。奏 (13)は 口径22.3cm、 残存高21cmで 、やや張 りの強

い体部から短い口縁部が開き気味に付 く。口縁端部は外側にやや肥厚し、断面菱形の玉縁状をな

す。体部外面は縦方向の平行タタキのち回転ハケ調整、内面には同心円の当て具痕が顕者である。

14は弥生土器の細片である。壼の体部上半部の破片と見られ、櫛描による波状文と直線文が交互

に施される。

またC区東側の、土坑 1の続きと見られる部分より出土した遺物についてふれておく (第 29

図)。 須恵器では杯蓋、杯身、有蓋高杯、無蓋高杯、甕、甑、器台のほか、土師器奏の回縁部が

ある。杯蓋 (15)は口径 15,4cm、 器高約 4.3cm。 天丼部と口縁部を分ける稜は鈍く、口縁端部内
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面の段は比較的明瞭である。杯身 (16)

は受部径 15.2cm、 器高 5cm、 九い体部か

ら受部が水平にのび、回縁がやや内傾し

を堅旨手伝≧
°
r千二そ」そ奇ξ】鞘と    16屎蚕冠彊巨∃「を三万ラ亀

円ヽ
線を巡らし、その間に密な列点文を施す。

頂部に逆台形状のつまみを付す。無蓋高

杯の杯部 (18)は浅い皿状の杯部を有し、

日縁端部の形状や口縁部下に巡らされた

段など、シャープな仕上がりをみせる。

甕の回縁部 (20)は口径25cmで 、大きく

外弯しながら開き、端部は玉縁状に九く

仕上げる。外面は回転ハケ調整。21は 甑

の体部破片である。口径27.8cm残存高

16.lcmで、やや内弯気味に急角度で立ち

上がる体部を持ち、中位に 1条の凹線を

巡らす。外面の調整は縦方向のタタキの

ち回転ハケ調整、内面に同心円の当て具

痕を残す。把手部は欠失している。器台

(22)は底径26.2cmで 、九 く外方に張 り

ながら大きく内弯する脚端部を有する。

外面に 1条の段を有し、回転ハケ調整を

施す。

上坑 2 D区 の最終遺構面ほぼ中央付近

で検出した南北方向の稜線から、なだらかに西側へ下る土坑状の落ちである。北側にいくほど不

明瞭となるが、最大深度約17cmを 計測する。調査区西壁の断面には続かず、また南側は土坑 3

と重複するため全体の規模・形状は明らかでない。 土坑 2に伴う遺物として、第 30図 25、 26、

31な どがある。25は弥生中期後半の台付鉢とみられるもので、口径 17cm、 残存高 10,2cm。 体部

下半に3条の凹線文、上半部に粗い羽状列点文が施される。26は土師器甕の口縁部である。頸部

の屈曲は鈍く、回縁部が内弯ぎみに開く。口縁端部は内傾する面を成して若干肥厚する。全体に

風化が著しく、細部の調整は明らかにし難い。31は弥生後期の甕底部である。外面にタタキメを

残す。 3点はいずれも所属時期を異にするため、明確にはし難いが、最も新しい26を遺構の時期

と見倣せば、古墳時代前～中期頃に比定できようか。なおこれらの土器に混じって、 1点の管玉

が出土した。長さ2.63cm、 最大径 4.3mmを 計測し、径 1.8mmの穴が両面から穿孔される。石材は

∩‐‐ｉ‐ⅢⅢ‐‐‐‐Ⅲ‐‐‐‐‐‐‐‐Ｕ⑥）０２ｃ学２３

o                                        20cm

第29図  C区出土遺物 (1:4)
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第30図  D区出土遺物 (1:4)
緑色凝灰岩で、風化はあまり進んでいない。

土坑 3 D区南端にて検出した。深さ約25cmを計測し、部分によって異なるが肩部は比較的急角

度で落ち込む。検出範囲の形状は弧状を呈し、さらに南側に続いていくものと推定される。調査

区南壁の断面を見ると、長さ約 6.6m、 深さ約40cmを計測する大規模な土坑状の落ちが認められ、

肩部の形状と位置、覆土の状況から、土坑 3に続くものである蓋然性が高い。全体の形状を復元

すると、D区での検出部をコーナーとする隅九方形の平面プランを想定することも可能である。

また断面に認められる掘形の形状、とくに平坦な底の形状と肩部の立ち上がり方から竪穴住居

の可能性も考えられる。しかし壁溝や明瞭な張り床は観察されず、その是非は明らかにし難い。

遺物は細片に限られるが、須恵器を含まない点から、弥生後期～古墳中期に営まれたものと考え

られる。

溝状遺構 C区東半部に続く土坑 1の覆土を除去した後に、段丘層上面において検出した北東―

南西方位の滞状遺構である。南東側の肩部は、直線的なラインが明瞭に観察されたので、単純に

土坑 1底部の起伏とすることはできない。ただし北西側の肩部については明瞭でない。この溝状

遺構の延長かともみられる凹部が調査区東壁の北端部で認められるが、西壁にはこれに該当する

ような凹部はみられず、溝とするには根拠が乏しい。

D区出土遺物 D区は先にもふれたように、攪乱土の下に厚い包含層状の堆積があり、土坑 2、

3な ど複数の遺構が切り合う状況が観察された。第30図 には土坑 2を含め、D区からの出土遺物

を掲げたが、概ねD区全体を覆う包含層には36な どの須恵器や、28、 29、 31な ど弥生中～後期の

-28-
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土器が含まれた。それに対して一部遺構埋土を含む下層には、須恵器はほとんど含まれず、弥生

中～後期の遺物で占められた。

土坑 2以外の包含層中から出土した遺物として、弥生土器の重 (24、 28)、 高杯 (29、 30)、

底部 (31～ 34)、 土師器の甕 (27)、 把手 (35)、 須恵器の器台 (36)がある。24は弥生中期の広

口壺口縁部で口径21.8cm。 大きく外反する口縁部より、端部が上下に短く拡張し面をなす。端面

には歯数 4本の櫛描波状文が施される。27は土師器甕の口縁部から肩部にかけての破片である。

張りの強い体部から口縁部が「く」字状に外反する。口縁端部は九くおさめられるが、やや内傾

する面をなす。調整は回縁部を強い横ナデ、肩部外面をハケ、内面の上端を横方向のハケ、それ

以下をユビナデにより調整する。28は弥生中期の壺肩部と見られ、櫛描による斜格子文が施され

る。29は弥生中～後期の高杯の脚柱部である。脚部上端径 2.4cmで、器壁は薄く、中空につくら

れる。杯底部は円盤充填法によるものとみられる。30は弥生後期の高杯である。下半部が大きく

ハ字状に開き、径 4mm程度の円形の透かし孔をあける。31～34は壼、甕の底部である。35は幅

に対して厚みが薄く、土師器奏の把手かと思われる。36は須恵器の器台で、口径47.8cm。 九い体

部から口縁部が外反し、端部は2回段を成して肥厚する。体部上半には幅の狭い突帯を巡らし、

その下方に櫛描波状文を施す。

4。 まとめ

今回の調査では、不幸にも事前の基礎工事によつて調査区の大半が損壊を受けていたため、 1

基の竪穴住居を除くと、ほとんどの遺構について形状・規模など具体的な事実を明らかにするこ

とができなかった。しかし残されたわずかな遺構の内容から、当地点が古墳時代後期集落の一角

に相当すること、また土坑 1を 中心に、焼成不良品を含む多量の須恵器が出土したほか、須恵器

に伴って管玉が出土するなど、隣接する新免遺跡のあり方とも共通し、須恵器の流通に関わる集

落という従来の見解を追認すべき事実が得られた点は成果といえる。

また、今回の調査に併行して実施した第21次調査と同様、少量ではあるが、弥生中期の上器が

散見されたことで、当遺跡における弥生集落の初現が確実に中期に湖ることが判明した点は特筆

されてよい。
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1.調査の経緯

調査地点は、本町 3丁目73-1、 76-11こ所在する。被

災した個人住宅の建替に伴い、試掘調査を行なったとこ

ろ、良好な遺物包含層と遺構の存在が確認されたので本

調査実施の運びとなった。なお、調査対象面積は建築面

積と隣接地への影響を勘案して77♂ に設定された。

2.調 査 の概要

(1)基本層序

調査地周辺は決積段丘上に位置し、洪積礫層やその間

隙を埋める明責褐色シルト層の上部が、現在の地表面直
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下に検出されることも少なくない。これらの堆積年代は少なくとも後期旧石器時代以前に比定さ

れ、人類の諸活動の痕跡はその上面で検出される。また、自然現象による土砂の流出や後世の耕

作や開発行為によつて削平を受けたため、通有の遺物包含層は遺存し難く、浅い谷状地形に当た

る部分や遺跡の南端斜面において若干の包含層が検出される程度である。当該調査地点でも暗褐

色系の堆積層がほぼ全面にわたつて見られたが、これらはほとんどが重複して残存した遺構の埋
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第33図 調査区平面・断面図 (1:80)

上である可能性が高い。したがって当該調査区内の基本的な堆積土の構成は、現代の盛上、近世

から近代にかけての耕作上が薄く堆積し、遣構坦土の暗褐色系シルト層をはさんで、ベース上の

明黄褐色系シルト及び砂礫層となっている。

(2)検出 した遺構

検出した遺構群は、各々暗褐色系の堆積土上面から構築されたものと推定されるが、遺構間の

重複関係が子巴握し難く、最終的にはベース層の上面まで掘削を進めた段階で平面的なプランを確

「j17 1822
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定したものである。したがつて検出した遺構の深度は上部が削平された数値を示している。また、

遺構の構築時期については、土坑 3(弥生 ?)を除くすべてが古墳後期、 6世紀中葉から後葉に

該当するものと考えられる。以下にこれらのうち、主要な遺構について概述していく。

竪穴住居 当該調査区において確実に竪穴住居と考えられる遺構は、 1棟のみである。竪穴住居

は、南東部分が削平を受けているため正確ではないが、南側に遺存していた浅い溝状の窪みを壁

溝のなごりとして復元すれば、一辺が約 4mで隅丸方形の平面プランを持つものと考えることが

でき、後述するピットを主柱穴として捉えれば一辺が約 5m前後の規模を推定できる。壁溝は西

側では若千遺存していたものの、削平が著しいこともあって全周には確認できなかった。床面に

は若子の窪みなどを埋める薄い貼床状の堆積土があり、さらにその上を暗褐色系の堆積上が覆っ

ていた。竪穴住居に伴う須恵器などはほとんどがこの上面に平面的に分布しており、住居の廃絶

に伴つて同時に廃棄された可能性が高い。

竪穴住居北西辺の右隅には「つくりつけ」のカマドが検出された。カマ ドは辺に直交して築か

れており、遺存した高さは約20cmを 測る。両袖はほぼ完存し、焚き口や燃焼部にあたる内壁は被

火して変質あるいは変色している。両袖ともに長さ約70cm、 幅約20cmを 測り、開口部の内法は幅

約35cmを測る。また、大量の焼土ブロックや炭化物によつて構成されていることから、数次にわ

たる4笏理や再構築がなされたことが推定される。焚き口から燃焼部への基盤 (火床)面は、かな

り強い熱変成を受けたようで非常に堅緻になっている。したがつてこの部分については住居の貼

床が変質したものか、カマド単体に付属するものであるかの判別が容易ではない。ただし、現状

では断ち割りの断面観察の結果、その部分の土質が周囲から遊離していたことから、住居床面の

形成とは異なる工程で設置されたものと考えておきたい。燃焼部の最奥中央には脚裾部を折り取

った須恵器の高杯が伏せ置かれ、粘土で封入されていた。この粘土は表面が被火して変質してお

り、この状態で使用されたことを示している。さらに高杯の杯内部にも粘土を充填し、固定する

際に安定させる工夫がなされていることから、支脚として利用されていた可能性が高い。高杯の

真上付近を中心に土師器の長胴甕が破片になって散在しており、廃棄された時点では甕がカマ ド

上に置かれていたままであった可能性も考えられる。また、破片は前庭部方向に展開するところ

から、天丼部が破壊されると同時に崩落していった様子がうかがえる。カマ ド付近では数点の須

恵器小破片を除いて、土師器甕のみが数イ固体分出上している。住居内出土土器のほとんどが須恵

器で占められている事実とは好対照をなす。支脚の後方には、若千の空間をはさんで煙出し部の

なごりであろうと考えられる粘上の立上がりが検出されたが、わずかに 5 cm程度しか残存してい

なかったので詳細は不明である。カマ ド本体と住居の壁溝想定ラインとの間隔は約15cmあ るが、

調査の過程では煙道部及び住居壁面への取り付きを明らかにすることはできなかった。

竪穴住居の床面では比較的深度の浅いピットが 2基一組で検出されている。また、住居南側の

境乱内にもピットの底部が痕跡として検出されていて、これらを主柱穴として考えた場合、 4本

柱の上部構造が推定される。先述した南側壁溝を根拠とする一辺 4mの復元では、カマドは住居
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物、上器片若干合む。 φ10mm前 後の礫 をまれに含む。

隆声
干合む。これは焼土塊が粉砕されて41L積 したものと考えられる。

と器片を多く合む。
7(ψ 3mm以 内)を若干合む。

章辞縫簿と弊郷議辮広胤
火床面をなす。

生0賞島ξ削してしまった部分の想定復元を示す。

第34図  カマド平面・断面図 (1:10)

の北東隅に配置され、カマ ド右側方に空間の余地がない。さらにこの場合、主柱穴の位置はカマ

ドの前庭部に復元するしかなく、非常に作業効率の悪い建築物になってしまうことから、 4本柱

で一辺 5mと いう復元がより蓋然性が高いものと考えられる。ただし、ピットに関しては包含層

の厚さを考慮しても主柱穴としては疑問の残る深度であることや、カマ ドを伴う住居に柱穴を持

たない事例が報告されたことがあることからも、この住居の上部構造については当該地域や周辺

での今後の資料増加を待って慎重に判断したい。

調査区南端部で検出された土坑 3は、円形の平面プランを有し、周囲には壁溝とも考えられる

窪みが検出されるなど、竪穴住居の可能性がある。調査区内の円弧から復元すると直径約6.5mを
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第35図  出土遺物実浪1図 (1:4)
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測る。主柱穴は明確にはできなかったが、出土遺物から弥生中期後半あるいは弥生後期前半の時

期に該当する。床面と堆積層の追究が不完全であったために時期の確定はできなかったが、本町

遺跡において、近年になって弥生中期の遺物が若千ではあるが確認されはじめていることから、

今後、該期の明確な遺構が検出される可能性があり、留意する必要があろう。

土坑 調査区内では様々な規模の土坑が10基程度検出されている。土坑 1は調査区外に広がる楕
円形の平面形状を持つ。底部は悟鉢状で深さ約25cmを 測る。土坑 2は竪穴住居と溝 1に後出する

もので比較的深度が浅く、広い。平面形状は不定形で両者ともに須恵器の破片が多く出上したが、

既往の調査で検出された須恵器の集配・分別に係る土坑などとは若干異なる。通常の集落内にお

ける廃棄土坑と考えて大過なかろう。竪穴住居に伴わないピット群は現状では掘立柱建物として

復元するに至っていないが、これらの上坑群と併存して集落を構成していたものと考えられる。

溝 溝 1は北東から南西方向に検出されたもので、幅約60cm、 長さ約 2m、 遺存した深さ約20cm
を測る。溝 2は溝 1と ほぼ同等の規模を持ち、北西から南東方向に検出されている。両者ともに

土坑 2や現代の撹乱に削平されて旧態を正確には留めていないが、そのプランから竪穴住居を方

形に囲続する溝としての機能を考えることができる。

(3)出土遺物

1～ 4は溝 2出土須恵器である。 4は有蓋高杯の脚部が欠落したものか、装飾に用いられたも

ので、口径がかなり小型である。 1と 3には「×」のヘラ記号が刻まれている。 9～ 16は竪穴住

呂出土須恵器である。Hは有蓋長脚二段透し高杯でカマドの支脚として使用されたもの。13は無

文の大型鉢で、体部外面をカキメ、底部を手持ちヘラ削りによって調整している。形態的には器

台の鉢部に酷似するが接合痕が全く無い。 5は土坑 2から、6は溝 3から出土した須恵器である

が、相対的に竪穴住居出土須恵器の方が新相を示している。12はカマド付近から出上した椀、 8

は土坑 3の埋土最上層から出土した高杯で、ともに他の須恵器と時期的には併行するものであろ

う。 7は土坑 3から出土した高杯である。

まとめ

今回の調査では、古墳後期 (6世紀中葉～後葉)のカマ ドを伴う竪穴住居、集落に関係する溝

やピット群を検出したことをはじめ、弥生中期 (畿内第Ⅳ様式期)の遺構が周辺に存在する可能

性を示唆する資料を得られた。特にカマ ドに関しては、既往の調査では遺存状態が良好な資料は

少なく、その構造を比較的明確に知ることができた。近年の発掘調査の事例を挙げれば、大阪モ

ノレール建設に関連した蛍池東遺跡の調査では、 5世紀前半と6世紀後半の 2時期の竪穴住居に

付随して「つくりつけ」カマ ドが検出され、蛍池東遺跡第 7次調査では 6世紀末の竪穴住居から

移動式のカマ ドが出土するなど、古墳時代のカマ ドに関する資料が蓄積されつつある。今回の調

査事例を基本として、今後、古墳時代の「煮炊き」に関する変遷をより詳細にまた多角的に検討

していきたい。
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1.調査の経緯

当該調査地点は本町 2丁 目51に所在

し、本町遺跡の範囲内に含まれる。専用

住宅建築に伴つて試掘調査をおこなった

結果、遺物包含層 。遺構が検出されたた

め、工事に先立って調査をおこなうこと

となった。調査期間は1996年 7月 15日 ～

8月 30日 であり、調査面積は建築の範囲

となる約72.0♂ を対象に調査をおこなっ

た。

2.遺 跡 の概 要

本町遺跡は、阪急豊中駅の北東にのび

る支谷に沿って幅約500m、 奥行900mの

=
_升一ナ=茅

~子

第36図  調査範囲図 (1:200)

第37図  調査地位置図 (1:5000)
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広がりを持つ集落遺跡である。遺跡は千里川の南に展開する通称豊中台地の北部に位置している。

周辺一帯は現在、阪急豊中駅を中心とした商業地・住宅地が主体となっている。これまでの調査

で、本町遺跡は弥生時代中期から鎌倉時代まで各時代を通じて営みが看取される。中でも弥生時
TP +2360m'

代後期、古墳時代後期の

遺構はこの遺跡を特徴付

けるものといえる。近隣

の調査では、古墳時代後

期から奈良時代にかけて

の集落跡が数多く検出さ

れている。今回の調査で

は、古墳時代後期のもの

とみられる遺構を検出し

た。

調査の概要

|

盛土および撹舌L土 2 灰貢褐色(10YR4/2)極 綱～細粒砂

0             2m

23 褐色(10YR4/4)細粒砂(礫を多量に合む)
24 褐色(10YR4/6)細 ～粗粒砂
25.に ぶい黄褐色l10YR4/3)細 ～粗粒砂
26 褐色QOYR4/4)細 ～中粒砂
27 暗褐色(loYR3/414田 ～中粒砂
28 に示い黄褐色l10YR4/3)極綱一粗粒砂
29 褐色l10YR4/4)細 ～粗粒砂
30 に示い黄褐色(10YR4/31f円 一中粒砂
3 にぶい黄褐色(10YR5/411田 ～中粒砂(礫を含む)

(1)基本層序

当該調査地内の堆積土

はにぶい黄橙色系の細粒

砂～粗粒砂が基本となり、

古墳時代の包含層がにぶ

い黄掲色系の極細粒砂～

細粒砂で構成される。遺

構面のベースとなる堆積

土は明黄掲色系のシル ト

をベースとして、砂礫を

多く含んでおり、洪積層

の上部が露出したものと

みられる。なお、調査区

の西半部では均質な明責

掲色系のシル トがベース

となっている。こうした

洪積層の上部は、付近で

弥生～古墳時代の生活面

として認識されている。

淡黄色(25Y8/3)シ ルト～極細粒砂  3 褐色(loYR4/4)極細粒砂
におい黄色95Y6/3)粗 粒砂     4 灰黄褐色(10YR4/2泳田粒砂
におい黄橙色(10YR7/3)細 ～中粒砂 15 灰黄褐色(loYR4/211田 粒砂
灰黄褐色(loYR5/3)極細～細粒砂  16 黒褐色(10YR3/2)細 ～粗粒砂
褐灰色l10YR4/15)極 細～細粒砂  17 褐灰色(75YR4/1)細粒砂(礫を含む)
褐色(10YR4/4)極細一細粒砂    18 におい黄橙色(10YR6/3)細粒砂
にない黄褐色(10YR5/4)VIB粒 砂   19 によい黄褐色(10YR4/3)中 ～粗粒砂
灰責褐色(10YR4/2)細粒砂     20 皓褐色(10YR3/4)極紹～糧粒砂
にない赤褐色QOYR4/3)極 網粒砂  21,褐色9 5YR4/3)細一中粒砂
灰黄褐色(10YR4/2)極網～細粒砂  22 にない黄褐色(loYR4/3)細 ～中粒砂

第38図  調査区平面  。断面図 (1:80)
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TP +2350m

第39図 掘立柱建物平面 ・断面図 (1:50)

また、地積上のうち包含層の直上にあたる第 6層 において焼夷弾のおもりを検出し、この層より

上部でガラス片などを検出している。このことから、堆積土上部の多くが戦後になされた整地に

伴うものと考えられる。

(2)検出 した遺構

今回の調査では、現代以降の削平を受けていたにもかかわらず、ピット50あ まりという多くの

遣構を検出した。包含層および遺構の大半は 6世紀の中葉前後に属するものとみられる。以下に

その概要を記す。

掘立柱建物 調査区外にのびるため必ずしも明確とはいえないが、桁行 3間 (約 5。2m)以上、梁

間 2間 (約4.Om)の規模が想定される。柱間は桁行約 1.6m、 梁間約2.Omを 測る。柱穴は、直径50

～70cm、 深さ20～ 40cm。 建物の方位はN 44° 30′ ― Eである。

ピット 調査区内には多くのピットがみられ、これらの中には確実に柱痕を伴うものもみられた。

また、SP-3・ 4。 5・ 6は形状・深さともに酷似しており、L字状の並びを呈することなどか

ら建物の一画であつた可能性がある。また、調査区西南にあるSP-2では須恵器蓋杯を上向きの

-39-
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状態で検出している。出土遺物からsP-2は少なくとも6世紀中葉を前後する年代を与えうる。

(3)出土遺物

須恵器 (第40図、第41図 )1・ 2は遺構出土の遺物である。 1はsP-1か ら出上した杯蓋である。

天丼部の約 3分の 1に回転ヘラケズリを施し、口縁端部内面には浅い凹線が認められる。復元口

縁径約 13.6cm、 器高4.2cmを測る。 2はSP-2から出土した杯蓋で、やや肉厚の天丼部に丸味をも

った口縁端部を伴う。復元口縁径約 14.8cm、 器高約4.4cm。

3～ 23は包含層掘削中に出土したものである。 3～20は蓋杯であり、口縁部径10.4～ 16.4cm程度、

器高 4～ 5 8cmを測る。 3～ Hは杯蓋で、天丼部分の約 2分の 1に回転ヘラケズリが施されている。

3の日縁端部内面には浅い凹線が認められる。口縁部径は約11.4cmで、器高約 4 cmを 測る。 4の体

部は全体に九味を帯び、やや厚みのある口縁端部を有する。国縁部径は復元で14.7cm前後、器高約

4.6cm。 5は口縁端部が若干外傾気味につまみだされ、仕上りが比較的シャープな印象を受ける。

口縁径は約 14.8cm、 器高約4.8cm。 6も 同様に口縁端部がつまみだされ、「ハ」の字状に外方にのび

る。全体に器壁が薄く仕上げられている。復元口縁径は約 15.2cm、 器高約5.2cmを測る。 7の回縁

端部はやや直立気味に九味をもっておさめられ、内面には浅い凹線を伴う。復元口縁径は約 14.2cm、

器高約4.8cm。 8の口縁端部は外方に軽くつまみだされている。復元口縁径は約 14cm。 9の口縁部

断面形はやや角張っており、端部をゆるくつまみだす。復元口縁径は約 16.4cm。 10の口縁端部はほ

とんどつまみだされず、やや角をもっておさめられている。復元口縁径約 13.8cm、 器高約5。 2cmを

測る。Hも 同様に、ほとんどつまみだされない口縁端部を有する。復元口縁径約 15。4cm。 12～ 20は

杯身で、体部下半の約 3分の 1～ 3分の 2にかけて回転ヘラケズリが施されている。12は たちあ

がり高2.4cmで、端部には浅い凹線を伴う。復元口縁径約 12.4cm、 器高約4.8cm。 13のたちあがり高

は約1.6cmで、やや内傾気味である。復元口縁径は約 12.2cm。 14は体部下半の約 3分の 1にヘラケ

ズリを施す。全体に焼け歪みが著しい。15はたちあがり高約2.2cmで受け部は若千上方につままれ

る。体部下半約 3分の 2にヘラケズリを施す。口縁径は復元すると約H.2cmを測る。16のたちあが

りは若干内傾し、受部は水平にのびる。体部下半約 3分の 2にヘラケズリを施し、受部から体部

上半にかけて強いナデを施す。復元口縁径約 H.4cm、 器高約4.8cmを測る。17のたちあがり高は2.6

cmで、日縁端部内面には明瞭な凹線が残る。口縁径は復元で約 15.4cm。 18は体部下半の約 2分の 1

にヘラケズリを施し、受部から体部上半にかけて強くひきあげられている。口縁部径は約 13.6cm、

0                 1ocm

第40図  出土遺物 1(1:4)

器高は約5.6cmを測る。19はやや薄手のたちあがりを有し、口縁

端部内面には浅い凹線がみられる。体部下半の 2分の 1程度に

ヘラケズリが施される。国縁径約 12 6cm、 器高約5.6cmを 測る。

20は体部下半の約 2分の 1にヘラケズリを施し、受部から体部

上半にかけて強いナデを施す。21は 阻 で胴部最大径は約10cm

を淑1る 。肩部には強いナデの痕跡が残る。22は有蓋の短顕壼で、

体部上半から肩部にかけてカキメ調整が見られる。カキメ調整
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第41図  出土遺物 2(1:4)

の後に、クシ状の工具で軽くナデ上げている。日縁部径約9,2cm、 器高約8.6cm、 胴部最大径14.4cm

を測る。23は大型甕の口縁部で、外面にはクシによる波状文が 1条みられる。波状文の直下には

凹線が 2条施されている。また、口縁端部内面には同心円状の当て具痕が存在し、調整後に若千

ナデ消されている。口縁部径は復元で約45.2cmを測る。
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まとめ

以上、概述してきた通り、今回の調査地点においても周辺におけるこれまでの調査と同様に貴

重な資料を得ることができた。

まず、掘立柱建物を中心とした集落の展開についてであるが、当該調査でも確認されたように

周辺には多数のピットが検出され、掘立柱建物中心とする集落が存在することがあきらかとなっ

た。遺構の時期は包含層 。遺構出上の遺物などから古墳時代後期を中心とするものであった。ま

た、須恵器生産に関連するものとして、焼け歪みのある須恵器を幾つか検出した。これは以前か

ら指摘されている桜井谷窯跡群との関連を示すものといえる。千里川水系を利用した搬出経路の

拠点として、周辺一帯は強く意識されていたものと考えられる。

さて、当該調査区周辺の調査では、今回検出した古墳時代後期以降の遺構・遺物が検出されて

いる。今回の調査では古墳時代後期の包含層がみられたものの、それ以降の遺構 。遺物は検出で

きなかった。これは近現代以降の盛土・掘削が包含層にまで及んでいたためであり、今後資料の

増加を待って周辺の時代の流れを復元する必要があろう。
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1.調査の経緯

先の震災で被害を受けた専用住宅付工場を再建するにあ

たり試掘が行なわれ、当地に遺構が存在することが確認さ

れ、発掘調査が行なわれることとなった。敷地面積が小さ

いため調査区を東西に分け、西半分を先に調査し、その後

西半分を排土置き場にして、東半分を調査した。1996年 7

月15日 から調査を開始 し、同年 8月 30日 にすべての調査を

完了した。

2.既往の調査

第Ⅸ章 本町遺跡第25次調査

0        5m

第42図  調査範囲図 (1:300)

本町遺跡では本調査で25回 目を迎え、これまでに弥生時代後期と古墳時代後期の集落が広がっ

ていることが確認されている。本遺跡の南側に隣接する新免遺跡と共に、不良品を含む大量の須

恵器を出土する遺構が検出される事があり、豊中市北部に広がる桜井谷窯跡群との有機的関係が

指摘されている。当調査地点周辺に限れば、当調査地点のすぐ西側の第12次・21次調査が行なわ
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れており、第12次調査では 7世紀初頭の掘立柱建物が、第12次調査では 6世紀末頃の竪穴住居や

奈良時代の大型掘立柱建物が見つかっており、当地点でも古墳時代あるいは奈良時代の住居・建

物跡が検出されることが予想された。

3.調 査 の概 要

(1)基本層序

現地表からマイナス20～ 30cmの 深さまで現代の盛 り上が堆積し、盛 り上直下には須恵器・土

師器を多く含む包含層 (黒褐色シルト)が 15～ 20mの厚さで存在する。その下層からは明黄褐色

シルト～粘上で構成されている洪積層が認められた。遺構の大部分は包含層の上面から掘削され

ている。遺構の埋土は包含層の土質と極めて類似しており、平面では見分けがつきにくい状況で

あった。

(2)検 出 した遺構

今回の調査では、竪穴住居・掘立柱建物・土坑 5基にピットが50基余 り検出された。明確に竪

穴住居と確認できる遺構は 1つだけであるが、後に述べるように少なくとも他に2棟以上の竪穴

住居があつたと考えられる。数多く検出されたピットのうち大部分は、深さ10cm未満の浅い遺

構であり、これらは樹木の根の侵食によるものである可能性が高い。実際、浅いピットで柱穴を

構成する住居は皆無で、掘立柱建物や竪穴住居を構成するすべての柱穴は深さ20cm以上を計る。

以下に、主な遺構について記述する。

住居 1 掘立柱建物の一辺 2間分を検出した。この柱の軸は、以下に述べる竪穴住居と方位を同
じくしている。このことから竪穴住居と関連する建物であることが推測される。

住居 2 調査区の南部から検出された竪穴住居である。方形を呈するが、形はややイビッである

住居の建て替えに伴って、 2棟の切 り合いがあったのかもしれない。溝 1と溝 2は この住居にと

もなう壁溝と考えられる。住居の北西コーナーからは焼土面が検出されている。この付近から甑

の破片が出土していることを考えると、この場所にカマ ドが敷設されていた可能性が高い。貼り

床をベース面まで掘 り下げたところ、 1点の臼玉の出土を見た。

住居 3 調査区の北部から、L字に並ぶ 3つのピットを検出した。ピット間の距離は 3 mlo～

20cmを計り、これは掘立柱建物の 1間の柱間としては長すぎる。また、住居 1の柱間とよく似

ているので、おそらく竪穴住居であると考える。さらに、この住居の北側に東西に走る溝 3は、

ピツト列と平行しており、この住居に伴う壁溝の可能性がある。この想定が正しいとするとこの

住居 8は 1辺約5.2mの方形の竪穴住居ということになる。

住居 4 やや北側にずれて住居 3と重なって存在する柱穴の並びがある。これもおそらくは、竪

穴住居の柱穴であると推測する。住居 3の建て替えられたものか、あるいはその逆であろう。な

お、この住居の範囲内の包含層中から完形の短頸重の蓋が出土している。おそらくこの住居にと

もなう遺物であろう。 (第45図 -4)
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第44図 調査区平面  。断面図

このほかにも土坑 1や土坑 4は コーナーが直角を呈しており、これらが竪穴住居である可能

性がないわけではない。ただ、壁溝と柱穴を検出することができなかったため、その可能性を

指摘するにとどめておく。

土坑 3 調査区の西側から検出された。長方形を呈する深さ20cm余の上坑である。埋土中から

は須恵器 。土師器片が少量出土した。

土坑 5 住居 3の真ん中に位置する直径約 2mの円形の上坑である。中央を試掘坑により破壊

を受けているため底までの深さは不明であるが、中央に向かって緩やかな傾斜で下つていくよ

うである。土坑の東の肩よりやや西に下がつた場所より鉄器片が出土している。おそらく鎌片
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と思われる遺物である。

(3)出土遺物

出土遺物のほとんどは須恵器を中心とした土器類である。土器は整理箱にして 2箱出土してい

る。土器以外には、土坑 5から出上した鉄器片と住居 2の床面上から出土した滑石製の臼玉が 1

点あるのみである。包含層・遺構の順で遺物の記述を進める。

包含層出土遺物 遺構は包含層の上面から掘り込んでいるものが多く、包含層出土とした遺物の

中にも、本来いずれかの遺構に属していた可能性をもつものものも含まれている。包含層からは

須恵器と土師器が少なAら ず出土しているが、土師器については小さな破片が大部分を占めてい

るため、図示しえるものがなかった。第45図 -1～ 3は杯蓋である。日縁部径 14.2～ 14.6cmを 計

る。口縁部に段を持たず九くおさまるもの (1)と 段を有するもの (2・ 3)と がある。後者は

天丼部と口縁部の間に稜線を持つが、前者は顕著な稜を有しない。 1は、外面にきわめて粗いへ

ラケズリを施し、胎土も砂粒を多く含み、粗雑な感じのする土器である。 1の内面にはスタンプ

文が認められる。 2と 3は、 1に くらべてケズリもナデに丁寧で砂粒も少なく緻密な胎土から作

られている。

第45図 -4は短頸重の蓋と考えられる個体である。直径 10.4cm・ 器高 4cmを計る。外面は、
ヘラケズリが天丼部の約1/2ま でおよび、内面は丁寧に回転のナデ調整が施されている。

第45図 -5～ 8は杯身である。 5は口縁部径H.2cm・ 器高4.Ocm以上で、立ち上がりが小さい

個体である。外面は底部のv3ま でを回転ヘラケズリが施され、残りの外面と内面はナデがなさ

れている。 6と 8は共に口縁部径H.4cmを 計 り、器高は4.4cm以上の個体で、立ち上がりは1.6cm

である。 6の外面はヘラケズリが底部の1/3ま で及ぶ。 8は遺存している部分でヘラケズリは認

められない。 7は復元口縁部径 13cm・ 器高 5cm以上を計る。立ち上がりは1.2cmである。外面調

整は底部の1/4～ 1/3ま で回転ヘラケズリが及び、残 りはナデが施されている。杯身の胎土は、総

じて砂粒が少ないものが多い。ただ、 8だけは砂粒をやや多く含み、粗雑な胎土である。

遺構出土遺物 住居 2か らは第46図 -4

～ 6・ 10が出上している。 4は住居 2の柱

穴から出土した。杯蓋で口縁部径 13.Ocmを

計り、天丼部と口縁を境界を鈍い稜で分け

る。内外面ともに丁寧なナデが施されてい

る。砂粒をわずかに含む。5・ 6は杯身で、

住居の埋土中からの出土である。 5は回縁

部径H.8cmを 計る。立ち上がり高は1.4cm

で、端部は段をもたず外反して鋭く終わる。

外面は、底部の1/3ま でヘラケズリが及ぶ。

砂粒を多く含み、粗雑な感じのする胎土で

4

0                  10Cm

第45図  包含層出土遺物実測図
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12

0          10Cm

第46図  遺構出土遺物実測図

ある。 6は 口縁部径 H.Ocm、 立ち上がり高1,Ocmを計る。外面は、破片の一部に粗いヘラケズリ

がみられるほか、強いナデが施され、外面の器壁の凹凸が著しい。胎上に含まれる砂粒は少ない。

10は甑の把手の破片である。住居 2の焼土周辺から出土しており、この住居のカマ ドで用いられ

たと考えられる。これらの上器から住居 2は 6世紀中葉から後葉に位置づけられよう。

土坑 2か らは第46図 -3の杯身が出土した。口縁部径 10,2cm・ 立ち上がり高0.7cm。 器高2.3cm

を計る。外面調整は、底面のごく一部にヘラケズリが行なわれるだけで、その他は粗いナデが施

される。胎土は砂粒を多く含み粗雑な感じがする。底面に「―」のヘラ記号が認められる。

第46図 -8。 9・ Hは土坑 5か ら出土した。 8は口縁部径13.Ocmの蓋で回縁と天丼部の境界に

稜をもち、日縁端部に段を有する。9は錆による変形が著しいため利器の種類の判別が難しいが、

破断面を観察したところ刃を有していることが判明し、鉄片の右端に鉄片の長軸に対し斜めに木

目が入る木質が観察されたことから、鉄鎌の破片と考えられる。Hは甕の口縁部である。日縁部

径29cmを 計る。頸に2本の沈線をめぐらし、口縁と沈線の間に波状文を施す。土坑 5は住居 3

の中央に位置しており、土坑 5は住居 3に伴う遺構であって、これら土坑 5の遺物も住居 3に伴

う可能性がある。このような想定が正しいとするならば、住居 3は 6世紀中葉に位置づけられる。

そのほか第46図 -1・ 2,7・ 12は単独の浅いピットから出土した須恵器である。 1は SP52、

2は SP29、 7は SP21、 12は SP 5か ら出土した。 1は口縁端部を欠く杯蓋の破片である。外面は、

天丼部の 1/2ま でヘラケズリが及び、その他は丁寧なナデが施される。 2は杯身で口縁部径

13.3cm、 立ち上が り高1.6cmを 計る。内外面共に丁寧なナデが施されている。 7は 口縁部径

13.4cmを計る。天丼部と口縁の境界には稜を有し、口縁端部には段を持つ。内外面とも丁寧なナ

デによつて調整されている。12は器台の脚であろう。底部径14.4cmで 内外面ともに丁寧なナデが

施される。

-47-



第IX章 本町遺跡第25次調査

4。 まとめ

今回の調査において、竪穴住居 3椋と掘立柱建物の1辺を検出した。出土遺物から竪穴住居は

古墳時代後期に属することが判明した。掘立柱建物は、その柱穴からは遺物が出土しなかったた

め、正確な時期を決定することはできなかった。しかし、奈
―R時代以降の遺物が全く出土しなか

つたことと、隣接する第12次調査で7世紀初頭の掘立柱建物が検出されていることから、竪穴住

居と同時期か、下つても飛鳥時代に属するものと考えられる。

出土遺物は須恵器が中心で、桜井谷窯跡群の須恵器搬出拠点とされる集落の性格の一端を垣間
.

見せている。上抗 5から出土した鉄鎌片は、この集落の住人が須恵器生産。流通だけに関つてい

たのではなく、農耕にも従事していたことを示すものである。本町遺跡という集落の生業を考察

するのに重要な資料となるであろう。

なお、遺構は調査区の外に広がっていることから、周辺の開発には十分な注意が必要と思われ

る。



第X章 岡町南遺跡第 1次調査

1.調査の経緯

当該調査地点は、岡町南 2丁 目5-12に位置して

いる。平成 7年 4月 H日 に提出された建築確認申請

にもとづいて試掘調査をおこなった。その結果、現

地表より0.2mの段丘層上面において顕著な遺構の存

在を確認した。その後の協議で建築構造の変更予定

はなく、工事において損傷・損壊をうける約65.5♂

を対象として発掘調査を実施することとなった。調

査期間は1996年 6月 3日 ～6月 28日 である。

2.遺 跡 の概 要

岡町南遺跡は千里丘陵の東端、通称豊中台地の南

端付近にあり、浅い支谷により西側と南側を画された

第X章  岡町南遺跡第1次調査

M.N・

¬        

―

第47図  調査範囲図 (1:200)

状丘陵の頂部に位置している。調査地の周辺は戦前から存在する住宅地が中心である。周辺には

姑
農
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|

4m

かつて40基余 り存在

したとされる桜塚古

墳群があり、 4世紀

後葉から末葉の造営

とされる大石塚・小

石塚もこの遺跡の北

側にある。また、こ

れまでに弥生時代後

期から古代までの遺

構が検出された岡町

北遺跡も、この遺跡

の北 に隣接 してい

る。岡町南遺跡はこ

れらの遺跡と同一の

尾根上に位置してお

り、これまでに弥生

時代後期の遺構が検

出されている。岡町

南遺跡の西側にある

丘陵上には、山ノ上

遺跡が存在する。山

ノ上遣跡の南部で

も、古墳時代後期の

遺構および遺物が存

在することが既往の

調査によってわかっ

ている。

第49図 調査区平面 。断面図 (1:80)

3.調 査 の概要

(1)基本層序
遺構は調査区のほぼ全体にわたって削平を受けていた。特に調査区の南側では後世の宅地造成

などに伴って遺構の多くが損壊していた。したがって、当該調査区において基本層序といいうる

ものは存在しない。調査区周辺の現地標高は、T.P,+17.5mであリマイナス約20cmで遺構面に達する。

表土層の上色・土質は、黄褐色砂質土～褐色砂質土を中心とするもので、これは現代までの宅地
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造成に伴う盛土と考えられる。

(2)検 出 した遺構

当該調査区は65.5♂ という狭

い面積であつたにもかかわら

ず、柱穴を含むピット40以上、

土坑 2基などの多 くの遺構を

検出した。また戦前に掘られ

た防空塚と考えられる遺構も

検出している。ピットは主に

調査区北部を中心に存在 して

おり、これに伴つて掘立柱建

物 3棟余 りを検出している。

掘立柱建物は各々の軸方向が

バラバラで、各建物の柱穴に

切 り合い関係をもつものがみ

第X章  岡町南遣跡第 1次調査

③一―⑥

少
．夕／

第50図 掘立柱建物 平面 。断面図 (1:60)

られる。このことから、三つの掘立柱建物はともに併存せず、別々の時期に存在したと考えられ

る。しかしながら、後世の削平のために建物相互の前後関係を判別することはできなかった。

掘立柱建物 1 調査区外にのびるために必ずしも正確ではないが、桁行 3間 (約4.2m)、 梁間 2間

(約3.6m)の規模が想定される建物である。ピットの掘形は直径60～ 80cm、 深さは現状で約30～ 35

cmを 沢1る。柱穴の形態、深度ともによく似ている。柱間は桁行 1.4m、 梁間1.8mを測る。この建物

の軸方位はN-48° ―Eである。この建物に伴うSP-28か ら6世紀後半に位置するとみられる須

恵器を検出している。

掘立柱建物 2 調査区外にのびるため正確ではないが桁行 2間 (約 4m)、 梁間 1間以上の規模を

もつと考えられる。柱穴の掘形は直径30cm前後を測り、深さは概ね20～ 30cm、 柱間は桁行、梁間

ともに2.Om前後である。建物の軸方位はN-71① ―Wである。

掘立柱建物 3 調査区外にのびるため必ずしも正確ではないが、桁行 3間 (約 5m)、 梁間 2間

(約 5m)以上の規模をもつ建物であると想定できる。柱穴の掘形は直径約60～ 80cm、 深さは現状

で約20cmあ るものが多い。柱間は桁行2.4m、 梁間は約1.7mで あり、掘立柱建物 1と 比べて間隔は

不揃いである。建物の軸方位は、N-30°一Wである。

ピット ピットは大小合わせて40以上存在し、直径10cm前後～約 1.Om、 深さ数cm程度から50cmを

超えるものまである。調査区南側では、ピツトの多くは削平を受けていた。後世の削平が調査区

南側で顕著なことを考えると、周辺一帯には検出した数よりも多くのピットおよび掘立柱建物が

存在したことが考えられる。調査区東側にあるSP-46か ら6世紀後半とみられる須恵器を検出し

ている。
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防空壕 調査区の南側にある、戦前のものとみられる長方形の上坑。長軸約2.8m、 短軸約95cmで
深さ約1.2mを測る。東側と西側の地山を階段状に掘 り残し、底面は水平に削っている。側壁には

板を張り付けていたらしく、底面に木片やその痕跡が残存していた。また、底には植木鉢と考え

られる焼締め陶器が埋めこまれており、おそらくこの遺構が存在した時に機能した可能性が高い。

土地所有者の話では、戦前この位置に防空塚が存在したということであり、この遺構がこれに相

当すると考えて間違いないだろう。

(3)出 土遺物

今回の調査においては、土師器および須恵器などを検出してい

I  る。ぃずれも細片であったため、図示できたのは以下の 2点であ

る。 1は sP-46か ら出土した須恵器杯蓋で、体部上半を中心とす

る部分である。天丼部の約 2分の 1にヘラケズリを施す。 2は

SP-28か ら出上した須恵器杯身で、たちあがりを中心とする部分

第51図  出土遺物 (1:4) である。やや内傾するたちあがりを持ち、受部とのさかいには浅
い凹線がみられる。たちあがり高は約1.2cmで 、復元口縁径約12.2cmを 測る。

4。 まとめ

今回の調査は、65,5だという面積の狭さにもかかわらず、 3棟の掘立柱建物を含むピット40、 土

坑 2基、防空壕 ユなど多くの遺構を検出している。また、これまで確認されていた弥生時代の遺

構はみられず、古墳時代後期を中心とする遺構がみられた。岡町南遺跡の周辺には、古墳時代前

期の大石塚・小石塚古墳や存続期間が弥生時代～古代とされる岡町北遺跡がある。今回の調査で

検出した遺構はこれらの古墳が造営されたあとのものといえる。このことは大石塚・小石塚古墳

の造営以降に、この周辺で人々が生活していたことを証明するものといえよう。今回の調査では

調査区近隣に遺構が広がる可能性が認められた。調査区一帯は丘陵と谷部の境目にあたると考え

られ、明治時代の古地図や付近の試掘成果から、浅い支谷の存在が確認されている。すなわち、

岡町南遺跡のある丘陵では端部付近まで土地利用を行ったところがあったと考えられ、今後周辺

を調査する際には、こうした点に留意する必要があるといえるだろう。
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1.調査の経緯

当該調査地点は、服部西町 2丁目に所在する。1995

年12月 14日 に提出された埋蔵文化財発掘の届出にもと

づいて試掘調査をおこなった。その結果、現地表より

マイナス2.2mの沖積層上位面において顕著な遺構の存

在を確認した。その後の協議で、建物構造を変更する

予定はなく、基礎工事で損傷あるいは損壊を受ける約

130ポ を対象として発掘調査を実 施することとなっ

た。調査期間は1996年 2月 28日 ～3月 29日 である。

2.遺跡の概要

第� 章 穂積遺跡第17次調査

0           10m

第52図 調査範囲図 (1:400)
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|.盛土および整地層
2 黒褐色シルト～細粒砂(25Y3/1)
3 オリーブ黒色粘上～中粒砂(5Y3/2)
4 灰色粘土～中粒砂(5Y4/1)
5 暗オリープシルト～細粒砂(5Y4/4)十 暗緑灰色粘土(75CY4/1)
6 灰オリーブンルト～中粒砂(5Y5/2)
7 灰オリーブシルト～粗粒砂(75Y5/2)
8.灰オリーブンルト～細粒砂(5Y4/2)
9.黄褐色シルト～極細粒砂(25Y5/4)十灰色シルト～細粒砂(5Y5/1)
10 灰色粘土～極細粒砂(75Y5/11+暗灰黄粘色土125Y5/2)
H 黒褐色極細粒砂(25Y3/11+暗 オリーブ褐色粘土～極細粒砂(25Y3/3)
12 黄灰色細粒砂～中粒砂(25Y4/1)
i3 黄灰色シルト～極細粒砂(25Y4/11

4.黒色粘上(25Y2/11
も 黒色粘土(5Y2/11
6 オリーブ褐色粘土(25Y4/3)
7.暗灰黄色極細粒砂～細粧砂(25Y4/2)十暗オリーブ褐色極細粒砂(25Y3/3)
8.黄灰色極細粒砂(25Y5/11
19 黄灰色極細粒砂～細粒砂(25Y4/1)
20 責灰色極綱粒砂(25Y4/11+黄灰色極細粒砂一中粒砂(25Y5/1)
2 黒褐色極細粒砂(25Y3/2)
22 黄灰色極細粒砂一中粒秒(25Y4/0+暗 オリープ褐色極細粒砂(25Y3/3)
23.果褐色極細粒砂～綱粒砂(25Y3/1)
24 黒色極細粒砂(25Y2/11
25.灰色粗粒砂(75Y5/1)十黄灰色極細粒砂(25Y4/1)

γ      /テ
´

井戸 2 0                          5m

・断面図 (1:100)第54図 調査区平面

おける一群の上器は、この遺跡の資料からつけられている。また、これまでの調査成果によって、

遺跡の範囲は阪急線の東側にも広がりを持つことがあきらかとなっている。同時にその時期につ

いては、縄紋時代～江戸時代にまたがる複合遺跡とされている。

また、1992年度に行われた第14次調査では、縄紋時代における大阪湾の海進・海退の状況を知
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る上においての貴重な資料が得ら

れている。遺跡の学術的重要性、

および市民の関心からいっても、

耳目を集める遺跡 といえるだろ

う。

1996年度に行なわれた第18次調

査では、 3連の銅鏃未成品が検出

されている。 1個所から出上した

量としては、国内でも最も多いも

のである。このことから穂積遺跡

が、こうした製品を生産する場で

あったか、集積の場であった可能

性が考えられている。

3.調 査 の概 要

(1)基本層序

当該調査区における堆積土は、

現地表標高T.P.+4.2m前 後を測り、

ここからマイナス約1.2mで旧耕土

に達する。旧耕土から包含層まで

は約 8層あり、いずれも水平に堆

積する。これらは中世以降の耕土

あるいは洪水層と考えられ、灰オ

リーブ色～灰色シルト質粘土を中

心に構成される。包含層は黒褐色

極細粒砂をベースとして暗オリー

ブ褐色粘土～細粒砂をやや含む。遺構面は黄褐色～青灰色シルトを中心に中粒砂、粗粒砂を多く

含み、遺構面のベースとなる堆積土は暗オリーブ褐色粗粒砂を中心にシルトを若干含んでいる。

(2)検出した遺構

今回の調査ではピットが80あ まり、土坑 3基、溝 9条、井戸 2基など多くの遺構を検出してい

る。これらの検出遣構数の中には人為的に構築された遺構ではないものも若干含まれている可能

性がある。ピットは調査区北東部を中心として大小80あ まりが存在している。土坑は3基検出し

た。これらの上坑には調査区中央付近にある土坑 1と 、南端部付近に存在する土坑 2・ 3がある。

④   O

＼

⑩
T,P,キ |.80m 一

§
・
｀
滝 決
、 く

④
T,P,キ 1,90m

o                     2m
|

第55図 掘立柱建物 1・ 2平面 ・断面図 (1:50)

ミ
'
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§
＼ ＼

ら く

このうち土坑 2か らは石鏃を検出している。井

戸は調査区の南端部で 2基検出している。これ

らは西壁に接する井戸 1と 東壁に接する井戸 2

が存在する。溝は大小さまざまであるが、ほぼ

南北にのびる溝 1と 北西から南東にのびる溝

2・ 3を 中心に構成される。これらの溝は掘立

柱建物と軸をあわせているものもみられ、意図

的な構築をおこなっている様子も見受けられる。

掘立桂建物 1 調査区内で検出した範囲を正確

な規模と想定できるならば、桁行 2間 (約2.7m)、

梁間 1間 (約 1.6m)を計測する。柱間は桁行お

よそ1.4mを計測する。柱穴の規模は直径約30～

第56図 住居 1平面 ・断面図 (1:50) 40cm程 度、深さ12～ 30cmを 測る。建物の方位は

N-33° 一Wである。

掘立柱建物 2 調査区外にのびるため正確ではないが、北西から南東に3間 (約36m)、 南西から

北東に2間以上 (約3.lm以上)の規模が想定される。柱間は桁行約 1.2m、 梁間1.35～ 1.7mを 測る。

柱穴規模は直径20～ 30cm、 深度45～65cmを計測する。建物方位はN-29° 一Wである。

住居 1 住居 1は、掘立柱建物 2に隣接しており、一辺約25mの建物と考えられる。柱穴の規模

は直径 10～ 45cmと ややばらつきがあり、深度20～25cmを測る。建物の方位は掘立柱建物 2と ほぼ

同じN-29◇ ―Wである。掘立柱建物 2と の重複関係ではこちらの方が新しい。

ピット ピットは大小80あ まり存在しているが、これらは大きく2つの群に分類することができ

る。一つは掘形が深く、その径も比較的小さい一群である。別の一群は浅いが全体に大きめの掘

形を掘るものである。これらは時期差か、あるいは建物の性格による差異であるか明確にできな

かった。

上坑 1 調査区の中央付近に存在する楕円形の土坑である。長軸約3.Om、 幅15m、 深さ30cmを計

る。この土坑からは、高杯、甕などの弥生土器が廃棄された状態で検出されている。

上坑 2 土坑 2は、調査区のやや南東寄りに位置するもので、平面形態は若干角張つた円形を呈

する。直径約2.5m前後、深さ40cmを 計る。この土坑には多数の上器が廃棄され、このうち上部か

ら比較的まとまった量の遺物を得た。この上坑の北側で、サヌカイト素材の石鏃を検出している。

土坑 3 この土坑は土坑 2に隣接し、重複関係ではこちらのほうが新しいと考えられている。調

査区の南端部に位置している。土器は高杯、壼などが検出されたが、出土量は比較的少ない。

溝 1 調査区の北から南にむけて、ほぼ直線的にのびている溝である。幅約0.3m前後を計り、中

軸はN-2° 一 Eである。重複関係から考えても、この遺構が最も新しいものと考えられる。断

面形態はほぼ逆台形を呈する。この溝は何度も掘削されたらしく、一部壇状となっているところ

②υ

くさ

TP.1.80m
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も存在する。掘削がどの程度おこなわれたかは、明確にできなかった。

溝 2・ 3 溝 2,3は北西から南東方向にのびるもので深さは比較的浅く、断面形態も明確にし

がたい。遺構検出時点ではないが溝 2の上層にあたる部分に土器がまとまって投棄されていた。

包含層の遺物出土状況などから考えると、これらの上器は溝 2の埋土上層に位置する可能性が高

い。このことから、これらの土器群を溝 2に伴う遺物として扱っている。溝 3は 3本の溝があわ

さるもので幅約0.8m、 中軸の方位はN-26° 二Wである。

井戸 1 調査区の西端部、南よりに位置する遺構で、直径は2.Om前後を測り、深度は約90cmであ

る。平面形態は楕円形であり、底部は丸い。埋土は 5層 に分けられ、遺物は遺構上部からまとま

諮 i

一くH

第57図  出土遺物 1(1:4)
'蠍

14｀
隠＼:
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つて出土 している。

井戸 2 この井戸は土坑 3に隣接するもので、調査区の南端部、東壁に接する形で存在する。直

径2.Clm前後、深度1.35mを計る。断面形態は角丸の逆台形であり、埋土は11層に分かれる。遺物は

その多 くが遺構上位面からまとまって出土 している。   ,
I(3)出

土遺物

1～ 8は井戸 1から出土したものである。 1は壺の口縁部であり、口縁部内面にミガキを施す。

復元口縁部径約12cmを 測る。 2は壺の底部と考えられるもので、底部径は約3.6cmを測る。 3は甕

の口縁部で、成形時の接合痕が明瞭に残る。日縁部径は復元で約15.2cm。 4は甕の底部で、内面に

は炭化物の付着が著しい。底部径約 4 cmを測る。 5は甕の回縁部から体部上半にかけての部分で、

内面には接合痕およびこれに伴う指頭圧痕が明瞭に残る。口縁部径は復元で約16cmである。 6は

甕の体部を中心とした部分である。体部内面にやや緻密な縦方向のハケ調整を施す。復元口縁部

径は約 15。9cmを測る。 7は甕で、内外面ともに接合痕が強く残る。口縁部径 12.4cm、 底部径約3,7cm

を測り、器高は約16cmである。 8はやや小型の発で、外面には密なタタキを施し、内面底部にも

ハケを施す。胎土は暗褐色を呈し、いわゆる生駒西麓の上器と考えられる。日縁部は指圧によっ

て変形している部分もみられ、頸部から体部上半にかけては、タタキを施したのちにヘラ状の工

具でなでつけている。口縁部径約10,9cm、 底部径約3.7cmを測り、器高12.5cmである。

9～ 16は井戸 2か ら出土した土器である。 9は壺の口縁部から肩部までの部分である。口縁部

外面を緻密なミガキ調整で覆い、内面はハケが施される。頸部には突帯を設け、頸部から体部上

半にかけて竹管文、櫛状工具による波状文などを施す。口縁部径は復元で約13cmを測る。loは壷

で外面のタタキ技法・ハケをミガキ調整によって消している。また胴部中央には、籾殻を押しつ

第58図  出土遺物 2(1:4)
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モン

第59図  出土遺物 3(1:4)

けた痕跡が明瞭に残る。いずれも復元であるが、底部径約5.3cm、 胴部最大径21.7cmを 測る。11は

奏の口縁部から肩部にかけてで、復元口縁部径約12.8cmを 浪1る。12は甕の底部で、外面にやや密な

タタキを施し、底部の一部を板状の工具で面取りしている。13は小型の甕であり、体部上半の外

面や内面口縁部、内面底部などにハケ調整を施している。復元口縁部径約9,7cm、 底部径約2.4cmで、

器高は約9.7cmを測る。14は高杯の脚部で内面にはケズリ手法の痕跡が残る。 15。 16はいずれも高

杯の基部で、外面にはやや密なミガキ調整が施される。

17～ 23は溝 2の埋土上層に位置すると考えられる土器である。17・ 18は壷の底部であり、底部

径はいずれも約4.8cmを計測する。19は壷で口縁端部を欠失しているが、器高は現状とほとんど変

わらないものと考えられる。体部内面には粘土紐の接合痕が明瞭に残る。外面の調整は風化して

おり、はっきりしない。復元底部径約3.8cm、 胴部最大径約12.4cmを計測する。20は壷である。体

部上半の部分は、風化が進んで調整が明確ではない。体部下半外面にはやや密なケズリ手法を施

し、内面にはハケがみられる。復元口縁部径約 12.8cm、 底部径約4.4cmで器高約16.3cmを計測する。

21は甕の口縁部から体部上半にかけての部分である。復元口縁部径約18cmを測る。22は甕の胴部

で、体部中央に縦方向のタタキ技法が施されている。復元最大胴部径は約15.lcmである。23は高杯

の脚部で外面はミガキ調整が施され、円形スカシが五方向に穿孔される。底部径は復元で約15,7cm。

24・ 25は SP-18か ら出土した遺物である。24は壷

形のミニチュア土器と考えられるものである。外側

から直径2.5cmの 穴をあけている。胴部最大径は約7.8

cmを測る。25は高杯で内外面にやや密なミガキ調整

をおこなう。復元口縁部径約 15.3cm、 底部径4.5cmで 、

器高は9.6cmを測る。

26は井戸 2付近の包含層中から出上した甕である。

外面をタタキ技法を施したのち、体部上半にハケを

◆

-
界60図

0
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施す。内面にも一様にハケが施される。口縁部径は復元で約20.2cm、 底部径約4.4cmで器高は約22.8

cmを瀕!る 。

27は滞 1か ら出上した壷の底部である。底部の内狽Iか ら穿孔がなされる。底部径は約3.8cmを計

測する。

28・ 29は土坑 2から出上した遺物である。28は壼の口縁部で、外面にはハケ調整が一様に施さ

れる。口縁径は復元で14.6cmを測る。29はサヌカイト素材の石鏃で、長軸の長さは約2.5cm、 最大

幅約1.6cmを測る。厚さは最も厚いところで3.541mである。

4。 まとめ

以上の点からいくつかの所見を得るに至ったので、それらをまとめて結びとする。今回の調査

では、掘立柱建物 3棟およびこれにともなう溝跡、土坑・井戸などを検出した。この調査で検出

した遺構は、いずれも当地の地形に影響を受けている。調査区西部に中心がある溝は、排水や区

画という役割を担ったと考えられ、何度かの掘削がなされる。掘立柱建物はこの溝に並行して建

設されており、時期的な同一性を窺うことができる。井戸や土坑からは、土器が多量に検出され

たものも存在し、こうした建物に居住した人々の廃棄の痕跡となったものと考えら乳る。これら

の遺構の時期は土器の型式から、概ね弥生時代後期～終末期と考えられよう。

-60-
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調査の経緯

震災者用賃貸共同住宅建設に伴って試掘調査が行なわれ、

その結果、当地に遺構が存在することが確認されたため発

掘調査が行なわれることとなった。試掘調査で遺構
。遺物

が多 く認められた建築範囲の北半に調査区を設定した。当

調査地点の地香は豊中市利倉 5丁目103の 1で、猪名川河川

敷の東に位置する。本調査は1996年 10月 3日 から調査を開

始し、同年H月 29日 にすべての調査を完了した。

2.既往の調査
第61図 調査範囲図

利倉南遣跡はこれまでに2度の調査が行われている。いずれの調査でも古墳時代後期の小方墳

が検出されている。これらの調査は利倉南遺跡の東半で行なわれ、この付近を中心として古墳時

代後期の墓域が広がつていることがわかる。いっぽう、利倉南遺跡の南側に隣接する上津島川床

遺跡では、弥生時代後期の焼失住居が検出されている。このことから、弥生時代後期の集落が当

〔■iとこととこと」Щ
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第62図  調査地位置図 (1:5000)
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地にも広がつている可能性が予想されていた。

なお、今回の報告は調査成果の整理途中の段階のものであるため、整理作業の結果如何では報

告の内容が変動する場合もあるので、その点をあらかじめ断つておきたい。

3.調 査 の概 要

(1)基本層序

現地表の lm余 り下までは現代の盛土・耕作土とその床上が堆積している。さらにその下部に

灰色の粘土層が10cm堆積し、その下から平安時代の黄褐色から構成される遺構面(第 1面)が広

がる。さらに、その下25cmか ら古墳時代前期の遺構面 (第 2面)が、また、その下30～ 40cmで

弥生時代終末期の遺構面 (第 3面)が広がっていた。第2面のベースとなる土は黄灰色で、これ

は弥生時代後期から古墳時代前期の上師器をはじめとする土器を多く含む。第3面のベース土は

黄褐色のシルトから構成されている。

(2)検出 した遺構
上に記したとおり、遺構面は3面存在したと考えられる。このうち最上層は平安時代後半の生

活面である。ここでは溝・ピット・井戸などの遺構を検出した。ビットは柱痕を伴うものがいく

つか認められ、掘立柱建物が当地に存在することが明らかであるが、明確な柱穴の並びを確認す

ることはできなかった。調査区の中央から検出された井戸 1は遺存状況が良好で、その構造が良

くわかる資料である。井戸は径220cm。 深さ280cmの 上坑をうがち、曲げ物を3段積んだ後にそ

の直上に方形の井戸枠を置く (第 63図 )。 井戸の内部からは回転台土師器や木製の櫛などが出土

している (第64図 )。

第65図は弥生時代終末期から古墳時代前期の遺構平面図である。遺構は第2面 と第 3面に分け

て検出したが、第2面に属する遺構も部分的に第3面で検出したので、同一の平面図に記した。

第 2・ 第3面からは建物 3棟・井戸 3基・溝状遺構・土坑などが検出されている。建物 1と 2は

ともに1間 ×1間で柱間は3mを計る。掘立柱建物としては柱間が広いので竪穴住居の柱穴の可

能性が高い。建物 3も 方形の竪穴住居と考えられる土坑で、一辺4.5メ ートルを計る。

第63図  井戸 1検出状況
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溝 1は幅60～90cm・ 深さ20cmの溝で、一辺

6.4m余 りの方形を呈している。この溝の性格

は明らかにできなかったが、方形周溝墓の可

能性が考えられる。その根拠としては土坑 1

の存在がある。土坑 1は長さ100cm余 ・幅

64cmの長方形の上坑である。土坑底の壁ぎわ

に幅15cmの溝がめぐり、中央に長さ65cm。 幅

30cmの高まりを残す。こうした形態から土坑

1は木棺墓の可能性が考えられよう。この上

坑 1は溝 1の南辺の中央に位置しており、土坑 1が木棺墓と認められるならば、土坑は方形周溝

墓の溝内埋葬として把握できるので溝 1が方形周溝墓である可能性が高くなる。ただし、溝 1か

らは布留式の古段階に属する土器が出上しており、溝 1を壊して存在する井戸からも布留式土器

が出土しているので、方形周溝墓と集落が近接した時期に存在したことになり、やや不自然であ

る。もう一つの可能性として、住居を囲む溝の可能性が考えられる。穂積遺跡や小曽根遺跡では、

弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけての周囲を溝で囲まれた住居が幾棟も検出されてい

る。今回の調査でも溝 1で囲まれた方形区画内からピットが多数検出されているので、その可能

性を捨て去ることはできない。溝 1の性格については今後の課題としておきたい。

なお、特筆すべき遺物として小形倭鏡・銅鏃・銅鐸破片がある。小形倭鏡は調査区東壁から土

層精査時に出土したものである。断面図第23層すなわち遺構第2面の基盤層からの出土である。

銅鏃はピットの壁から出上した。また、銅鐸片は第3面の遺構精査時に遺構面直上から出土した。

銅鐸片が出土した周辺を詳細に精査したが、埋納坑などの遺構は認められなかった。

(3)出土遺物

出土遺物は土師器・須恵器および弥生土器などを中心に整理箱25箱分の出土をみた。現状では

遺物のほとんどは整理途中であるので、その詳細な報告は正式な報告書刊行時に譲ることとし、

今回は3点の青銅器片を中心に記述をすすめる。

小形倭鏡 (第 67図 -1) 遺存状況は良好である。金面が錆びて光沢を持つ青灰色 (5BG7/1)
を呈している。検出時に欠けた縁部からは地金がみえており、その部分は褐色 (7.5YR4/6)を呈

し、スズ分の含有率が高くなかったことをうかがわせる。直径6.Ocm・ 縁厚2.3cmを計り、2Hlm程

度の反りを持つ凸面鏡である。中央に直径1.7cm・ 高さ1.Ocmの 半球形の錘を有する。鉦孔は幅

0.8cm・ 高さ0.5cmの隅丸の方形状を呈する。鉦の周囲には、 2本の圏線で区画された幅0.4cmの

空間に鋸歯文が施されている。鋸歯文は浮き彫りによって表現されることが一般的であるが、本

例では線によって描かれており、この鏡を特徴づける要素である。図を時計にみたてた9時方向

の錘孔に接する圏線と鋸歯文は圧迫をうけたようにかすれており、きわめて不鮮明である。鉦孔

を形づくる中子の痕跡であると考えられる。鋸歯文の外側には櫛歯文がめぐらされ、櫛歯文は2

第66図 土坑 1
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本の圏線によって区切られるため、 3つに分断されている。重量は30.88である。この鏡が出土

した層からは布留式上器が出上しており、鏡は当該時期に属するものと考えられる。

銅鐸片 (第 67図 -2)長 さ4cm弱の鉦の破片である。きわめて緩やかであるものの界線が湾曲

しているので、頂部から側辺に移る外縁文様帯の一部ではないかと想像される。文様は外から順

に鋸歯文 。2条の界線・鋸歯文・ 2条の界線が認められる。観察できる鋸歯文はすべてR鋸歯文

である。外縁文様帯が 2つあることと、外縁第 1文様帯と第 2文様帯を分ける界線が 2条の細線

であることから、突線鉦 3式あるいは 2式に属する可能性が高い (1)。 この破片には歪みが認め

られ、意図的な破砕を受けた可能性を持つ。銅鐸片は先に述べたとおり、第 3面のベース面上か

ら出土したものである。第 3面を覆う包含層には庄内から布留段階の上器が出上している。銅鐸

が出上したすぐ北の溝 2か らは庄内甕が出土している。このことから、銅鐸片は庄内段階のある

時期にこの場所にもたらされたものと考えられる。

ところで、本調査地点から北西に300mの ところにある利倉遺跡で、突線鉦式 3～ 5式に属す

る飾り耳が出土している (2)。 この破片は流路の埋土上層から出土したもので、利倉遺跡周辺か

ら流されてきたものとされている。本調査出上の銅鐸破片と同一個体である可能性も捨てきれな

いが、両者の色調が大きく異なるので、それぞれ別個の銅鐸の破片であると現在のところ考えて

いる。しかし、河川や丘陵のような地形的に妨げるものがない近接した場所に、銅鐸を所有する

ような有力な集落が 2つ も併存するとは考えにくい。 2つの銅鐸片が別個体とするならば、これ

o                              5cm

3

第67図  青銅製品遺物実測図
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らの銅鐸は同一の集落が有していた可能性があろう。

銅鏃 (第67図 -3)茎 部の端が若千欠けており、茎部が折れた状態で出上したもののほぼ原形を

留めている。全長は3.5cmで 、鏃身長は2.lcm・ 最大幅1.lcmを 計る。重量は2.58である。鋳あが

りは悪く、表面にはスポンジのように小さな穴が無数にあいている。両面ともに縦の鏑が認めら

れるが、明瞭でなく鏃身の中央からややズレたところに存在する。鏃身の断面形は菱形を呈する(3)。

4。 ま とめ

以上の調査成果をまとめるならば以下のようになる。

①平安時代後期の集落の存在を確認した。特に丼戸 1は井戸枠が良好に遺存しており、中から出

上した土器や櫛とともに当時の生活を復元するのに貴重な資料である。

②弥生時代後期後半から古墳時代前期の集落の存在を確認し、大量の上器資料を得た。

③溝 1は方形周溝墓の可能性がある。井戸などによって部分的に壊されているものの布留式上器

が出上しているので、古墳時代の集落が作られる直前の遺構である。もし、方形周溝墓というこ

とが認められるのであれば、墓を破壊して集落を築いているということになる。溝 1の性格究明

は資料整理を進めていくうえで重要な課題となった。

④銅鏡と銅鏃そして銅鐸片が出土した。利倉南遣跡の集落が存続した弥生時代後期後半から古墳

時代前期という時期は、青銅器を用いたマツリが変質する時期である。今回出土した青鋼製品は、

そうしたマツリの変化を追及するうえで重要な資料といえよう。

⑤利倉遺跡出土の銅鐸片と当調査出上の銅鐸片が別個伝であると認められるのならば、利倉周辺

には2個体あるいはそれ以上の銅鐸が存在したことになり、弥生時代後期後半以前にはそれらの

銅鐸を所有する大きな拠点集落が広がっていた可能性が浮上する。

③また、銅鐸片は歪みが認められ、意図的に破砕された可能性を有するものである。これらは、

銅鐸祭祀の終焉を考えるうえで貴重な資料といえる。

以上のように、注目すべき遺構と遺物が検出された。遺構は周囲にも広がっていることは明ら

かであるので、周辺の開発には注意を要する。

註
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第�章 小曽根遺跡第21次調査の概要

1.調査の経緯

当調査地は、豊中市浜 1丁 目

403-1、 404■ に所在 し、小曽根

遺跡のなかでも春日社領垂水西

牧の南郷目代であった今西家の

屋敷本宅の南側に隣接している。

平成 7(1995)年 12月 8日 に

提出された埋蔵文化財発掘の届

出に基づいて試掘調査をおこな

ったところ、現地表面より地下
第68図 調査範囲図  (1:400)

80cmの ところで今西家屋敷と関連が考えられる遺構を検出した。同敦地には、阪神淡路大震災

により全壊した共同住宅の建て替えに伴い、杭地業を伴う鉄骨造 3階建て共同住宅の建設が計

画されており、協議を行つた結果、建物基礎の範囲にあたる285ドについて平成 8(1996)年4月

24日 から6月 28日 の日程で本調査を行うこととなった。

ゼ ヨlu_Eli日
松林寺石培群 (墓所 )
斜 l「吾■寸r ■-lμ ■転

第69図 調査地位置図

|     |

|     |

腿
１

１

脚

證

静

贔浮ぎ|

第 17次調査区
!∪ !_-4 1fl  ‖

ロ

林

寺

口

”
Ｗ
口

‐！
】

勇
劇
一

-67-



第�章 小曽根遺跡第21次調査の概要

2.調査区周辺の環境と既往の調査

小曽根遺跡は、豊中市南端を流れる神崎川と遺跡の東西を流れる天竺川、高川といった大小の

1可川の沖積作用によって形成された微高地と豊中台地から派生する緩やかな扇状地上に立地する。

遺跡の標高 (現地表)は北部で 6.2m、 南部で 2.Omと 約 4mも の高低差があり、平野部の遺跡と

しては起伏に富む。また、遺跡南西の低地上に形成した微高地には、方二町の規模を有する方形

居館と推定される今西家屋敷が位置する。

小曽根遺跡および今西家屋敷では、これまで20次に及ぶ調査が行われ、主に弥生時代と平安時

代から室町時代にかけての集落、そして中近世の方形居館である今西家屋敷の一部が確認されて

いる。なお、平安時代から室町時代の集落は垂水西牧榎坂郷小曽根村に比定され、今西氏は領主

春日社より当地へ下向した目代として知られている。今西氏が保管する古文書 (『今西家文書』)

は、室町時代以降の当該地域の政治的状況をつぶさに語るとともに、平安時代末期から江戸時代

かけて小曽根村の様相、村落景観を知る上で欠かせない史料となっている。

ところで当該調査区は今西家屋敷本宅部分の南側に隣接し、屋敷関連遺構の検出が予想された。

ここでは今西家および小曽根遺跡を中心とした垂水西牧榎坂郷の概要について述べることとす

る。 垂水西牧榎坂郷は、小曽根・穂積・垂水・榎坂の 4村からなるが、時代が下るとともに蔵

人・服部・熊野田などの新しい村落が出現し、その数は次第に増加する。文献によれば、すでに

H世紀前半代には摂関家領として荘園化し、12世紀末 (H83年 )に春日社へ寄進され、これ以降

中世を通じて春日社領として継続し、近世には幕府天領下に組み込まれ近世村落に再編されるこ

とが知られている。小曽根遺跡中部付近の第 7。 13・ 15次調査では、H世紀前半の遺構とともに

H世紀後半から12世紀前半の建物群 (屋敷地)を確認し、また穂積遺跡における調査でも11世紀

前半、H世紀後半から12世紀の遺構群を確認していることから、摂関家領段階で F垂水西御牧榎

坂郷田畠取帳』にみる村落単位が成立していたものと考えられる。12世紀後半から13世紀にかけ

ての村落関連遺構は遺跡の広い範囲で認められ、村落域が拡大したものと想定される。14世紀後

半以降の村落関連遺構は第10・ 13・ 15次調査などで確認されているが、この段階では田畠と宅地

が明確に分離し、村落は次第にまとまりをもつ傾向が認められるようになる。16世紀以降の村落

については、いずれの調査地でも確認されていないため、その状況は不明である。

一方、春日社より今西氏が目代として下向した時期については、文保元年 (1317年 )の『南郷

方惣帳』制作前後の時期など諸説あり明確にはされていない。ただ、14世紀中頃の文献では名主

層との連携が認められることから、遅くともこの時期には当地に屋敷を構え、直務支配を確立し

ていたものと考えれらる。小曽根入部の後は、春日社と名主との関係調整に尽力し、戦国時代に

は衰退する春日社にかわり、婚姻などの方法により国人層との関係を強化し、春日社領の維持に

努めた。春日社領は近世村落への再編の中で消滅するが、今西氏はその後も当地で生活を営み現

在に至る。なお、屋敷については近世の絵図から、内外二重の堀を巡らす方二町規模の居館と推
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SP-5

―
――
■
十
１
黒 :第Ⅲ層直上面で確認した遺構

赤 :第Ⅳ層直上面で確認した遺構

落ち込み |

|.整地土
2.耕上
3.青灰色シルト～中粒砂(5B55/1)
4.耕土
5.暗青灰色シルト～細粒砂6B35/1)

6.

7.

8.

9.

10。

落ち込み2

暗青灰色極細～中粒砂(10BG4 5/1)
青灰色細～粗粒砂(10BG5.5/1)+灰色粘土(N5/)
青灰色細～粗粒砂(10BG6/1)
青灰色シルト～中粒砂(10BG5 5/1)+青灰色粘土(10BG6/1)
青灰色シルト～中極砂(10BG5 5/1)

♀                     4m

―T,P+3.4m

lo 12

H.青灰色シルト15B6/1)
12.青灰色細粒砂(5B5/1)
13.青灰色中～粗組砂(10BG5/1)+灰 色シルト(N5/)
14.青灰色細粒砂(5BG5/1)
15.浅責色中～粗砂(25Y7/4)

第71図 第Ⅲ・Ⅳ層上面平面・断面図  (1:100)
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第72図 第Ⅷ・Ⅷ層上面平面図  (1:100)
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定され、現在の屋敷本宅は、元禄もしくは宝永年間の焼失後のもので近世民家としても貴重であ

る。今西家屋敷については、今回の調査を含め、17次・20次の3回の調査と多数の立会調査が行

われている。このうち、17次調査では、14世紀代の柱穴群や16世紀後半の溝、幅10mの規模を有

する18世紀の内堀など多数の屋敦関連遺構を検出し、また下層から13世紀末頃の湿地性堆積層を

検出したことにより、現屋敷地が14世紀代の成立したものと予想し得るに至った。また、ほぼ同

じころ行われた立会調査 (『豊中市埋蔵文化財年報VOL.21991&2』  「I.付 試掘調査一覧」

1992年度 No.124)で は15世紀以前に掘削されたものと考えられる外堀の一部を確認した。こ

れらの調査成果より、今西家屋敷が14世紀代に方二町規模の居館として成立し、江戸時代以降も

居館としての様相を保っていたことが想定できるようになった。

以上、垂水西牧および今西家屋敷に関する調査事例は少なく、そのIFA要は明確とは言えない。

しかし、豊富な文献やその研究成果との比較検討できる全国で数少ない荘園遺跡であり、今後の

調査の進展によつては、畿内における中世村落の様相を明らかにする上で有益な知見をもたらす

ことになろう。

3.調 査 の概 要

(1)基本層序

当該調査区の基本層序は大まか10層 に類別でき、第70図 に示す今西家屋敷周辺の各調査地で確

認した基本層序との対応関係が想定できる。既往の調査では、第Ⅲ～V層直上面で遺構を検出し

ているが、当該調査区では第Ⅲ・Ⅳ層および第Ⅶ・Ⅷ層直上面から遺構を検出した。

以下、各土層の概要について記す。

第 I層 近世 。近現代の整地層である。整地の時期から11層 と12層 に区別できる。11層 は、

現在の今西家屋敦本宅部分 (18世紀初頭に建築)を範囲とする近世の整地上である。 12層 は、

近現代の宅地造成に伴う整地層で、当該調査区の整地層もこれに該当する。

第Ⅱ層 近現代の耕土層 (Ⅱ層)も しくは腐植土層 (Ⅱ
′
層)である。Ⅱ

/層
は、今西家屋敷の

北部及び西部の範囲にかけて確認され、現在も堆積が進行している。当該調査区では、Ⅱ層を確

認したが、同層内に層厚 8～ 5 cmの 青灰色中粒砂からなる間層を挟むことから、Ⅱl層 とⅡ2

層に区分できる。

第Ⅲ～V層  主に青灰色中粒砂からなる水成層である。各層の上面から遺構を検出している。

検出した遺構の時期から、第Ⅲ層は18世紀以前、第Ⅳ層は16世紀後半、第V層 は14世紀後半以降

に堆積した可能性が考えられる。なお、第17次調査区第3ト レンチ北部では、第Ⅳ層対応部分が

さらに3層 に細分できる。

第Ⅵ層 主に灰オリーブ色・青灰色シルトからなる耕土層で、すべての調査区で検出している。

同層直上面には、哺乳類・鳥類などの動物および人間の足跡痕、また畦畔を検出している。また、

同層には、明青灰色細～中粒砂等からなる間層を挟むところもあり、部分的にⅥ l・ Ⅵ 2層 に細
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第70図 今西家屋敷周辺の基本層序模式図
分できる。なお、同層から出上した遣物は細片が多く、時期などの詳細は明確ではないが、遺物

中にへそ皿を含まないことから14世紀前半頃までの堆積が想定できる。

第Ⅶ oⅧ層  当該調査区で検出した、主に灰白色粗粒砂からなる水成層である。各層の直上面

において遺構を検出している。これら遺構の状況から同層が、著しい削平を受けた可能性がある。

各層直上で検出した遣構から出土した遺物が少ないため堆積時期は特定できないが、第Ⅶ層が12

世紀後半～13世紀中頃、第Ⅶ層が12世紀前半以前と考えられる。

第Ⅸ層 主に灰色粘土 (シ ルト)からなる。同層直上面に、動物・人の足跡痕を確認している

ことから、耕作面を有する可能性がある。20次調査区では同層上に黒オリーブ色粘土からなるⅨ
′

1層・�
′
2層が存在する。なお、同層は部分的に確認しただけで、堆積時期などの詳細は不明

である。

第X層  灰色シルトからなる水成層である。部分的に青灰色細～粗粒砂の層状ブロックを含む。

詳細は、第Ⅸ層同様に不明である。

(2)検出した遣構

当該調査区では、先に述べた第Ⅲ・Ⅳ層及び第Ⅶ・Ⅷ層で遺構を検出している。以下、各遺構

面で検出した遺構について概要を記す。

第Ⅲ層直上面

同層上面からは、溝・土坑・ピットなどを検出している。以下、主たる遣構の概要について述

べる。
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土坑 I

(

―T,P+21m   工 a     b'               b
T.P+21m

―

  マ
級 帥 融 75YWD

と:褒色串魅欣 IN:お
十青灰色粘土塊 (10BG5/1)

第73図 土坑平面 。断面図  (1:20)
清 1調 査区北東部で検出した、東西に伸びる溝である。幅50cm・ 深さ15cmを はかる。埋土

は第Ⅱ層と類似するオリーブ黒色細粒砂であるが、第Ⅱ層からの掘込みは認められなかった。第

17次調査で検出した江戸時代後期の内堀が埋没した後に掘削された遺構で、周辺の耕作に関連す

るものと考えられる。埋土から19世紀以降の陶磁器細片が出土している。

土坑 1 調査区西部で検出した平面楕円形の上坑である。長軸0.8m、 短軸0.65m、 深さ20cmを は

かる。埋土は 2層からなるが、上下層ともに灰色中粒砂を主然とする。土層断面に柱痕などは見

られず、周辺に関連する遺構もないことから性格は不明である。埋土中から土師器細片が出土し

ている。

上坑 2 調査区南西部で検出した溝状の土坑である。長軸 1.2m、 短軸0.25m、 深さ5cmを はかり

略東西を主軸とする。埋土は、第Ⅱ層と類似する褐灰色細粒砂からなる。遺物等は出土しなかっ

たが、埋土などから土坑 1な どと同じ時期の遺構と考えられる。

SP-1～ 5 調査区東側一帯で検出している。その分布はまばらで、各々のピットの深さも2

cm前後と浅くまた柱痕もなく、掘立柱建物となる可能性は乏しいものと考えられる。埋土はい

ずれも第Ⅱ層と類似する褐灰色細粒砂からなり、礎石の痕跡または耕作時の何等かの行為に伴う

遺構と考えられる。

落ち込み 調査区北東部に広がる深さ3～ 5cm程度の浅い落ち込みである。埋土は青灰色粗粒

砂からなる。落ち込みの北方は、堀 2南東コーナー部にあたるものと推定されることから、堀 2

との関連も考えられる。19世紀以降の土器・陶磁器がわずかに出土している。

これらの遺構をみると、第Ⅱ層に類似する埋土を有するものとそれ以外のものの 2種に分けら

れる。このうち、前者の埋土を有する遺構は、第Ⅲ層直上が耕作に伴う撹拌をうけたあとに掘 り

込まれているのに対し、後者は撹拌以前に掘り込まれており、時期差をみとめることができる。

第Ⅳ層直上面

調査区全域で大小のピットを検出している。ピットは東部に集中し、建物が存在した可能性も



第�章 小曽根遺跡第21次調査の概要

考えられるが、ピットの配置から建物は復元できなかった。なお、これらのピットの埋土は、主

に灰色粗粒砂の単一層からなり、柱痕を有するものは認められなかった。礎石の痕跡または耕作

にともなう遺構と考えられる。

第Ⅶ層直上面

第Ⅶ層は、第Ⅲ・Ⅳ層の調査を終えた後、下層の堆積状況を確認するために行った試掘調査に

て偶然検出した。遺構の有無を確認するため、調査区内に2本の トレンチを設定し、掘削した結

果、溝 3条 と落ち込み 2か所を検出した。

清  1 調査区東部にて検出した南北に伸びる溝である。滞の東半分は、調査区外にあるため

その規模は明確にはできないが、検出部分で幅 3.3m、 深さ0.9mを はかる。溝内の埋土は、緑灰

色及び灰色シル ト等の大小の塊状ブロックを多量に含む灰色粗粒砂からなり、明確な自然堆積層

はみとめられなかった。埋土の状況からみて、開削後の短期間のうちに埋め戻されたものと考え

られる。よって、溝 1が水利を目的に長期利用された可能性は乏しく、別途の目的が考えられる。

なお、溝 1上層には埋め戻し後に流入した堆積土が認められないことなどから、第Ⅶ層上面が

溝 1の埋没後に削平を受けた可能性がある。また、埋土から尾上編年Ⅲ-3期以降の和泉型瓦器

椀の破片が出土している。

清 2 調査区中央にて検出した南北に伸びる溝である。溝の幅は北側で3.lm、 南側で3.6m、

深さは0,65mを はかる。溝の断面形は逆台形状を呈し、溝 1と は形状が異なる。溝内の埋土は、

灰色シルト等の大小の塊状ブロックを多量に含む青灰色粗粒砂が、また基底部にはわずかに灰色

シルトからなる自然堆積土がわずかに認められる。基底部の堆積土の状況から、溝内に流水があ

つた可能性は乏しく、溝 1と 同様に長期にわたる水利利用を目的とした溝とは考えにくく、別途

の目的が考えられる。

なお、溝 2か ら遺物は出上していないため、詳細な時期については不明であるが、溝 1と あま

り隔たりのない時期に開削されたもの考えられる。

落ち込み 1 調査区西側で検出した落ち込みである。第17次調査区第 3ト レンチにおいても、
落ち込み 1内の堆積土と同様の堆積層を確認しており、落ち込み 1が北方へ広がる可能性は高い

a′

T.P 十 1 7m

灰色粗粒砂 (N6/)十 灰色粘上塊 (N6/〉 他

緑灰色粗粒砂 (5G55/1)十 灰色粘土塊 (N6/)他

0                  1m

第74図 溝 i断面図 (1:25)

3.灰色(N6/)・ 緑灰色(5G55/1)粗粒砂十灰色粘土塊(N6/)他

-72-



第�章 小曽根遺跡第21次調査の概要

b

T,P.キ |.7m

第 |ト レンチ北壁

浅黄色細～粗粒砂(25Y7/4)+灰 色粘上塊(N55/)他
緑灰色中～粗粒砂(5Y5/1)+灰 色粘土塊(5Y5/1)他

緑灰色中～粗粒砂(75GY7/1)+灰 色粘土塊(N5/)他

4.3と 同じ、粘土塊の比率70%
5.灰色細～粗粒砂(N6/)十 青灰色シルト・粘土塊(10BG5 5/1)他
6 灰色細～粗粒砂(N6/)+灰 色粘土塊(N6/)他

第2ト レンチ南壁

青灰色粗粒砂 (10BG6/1)十 灰色シル ト・粘土塊 (N6/)他                      9
1と 同 じ 粘土塊の比率80%
灰色シル ト～細粒砂 (N6/)

第75図 清 2断面図  (1:25)

ものと考えられる。

検出部分における落ち込み 1の深さは0.4mで、基底面は平坦である。落ち込みの東肩に沿つて、

幅20～ 30cmの畦畔が設けられている。なお、畦畔は、第Ⅶ層を 5cmほ ど盛り上して成形してい

d

青灰色細粒砂(10BG 6/1)
青灰色シルト(10BG 6/1)
灰色シルト～粗粒砂(N5/)

1.青灰色細粒砂(5B5/1)
2.明青灰色中粒砂(5BG 7/1)層 状堆積
3.青灰色シルト(10BG 6/1)
4.オ リーブ灰色シルト(25GY 6/1)層上面に足跡
5.灰色シルト～粗粒砂(N5/)

第76図

第2ト レンチ南壁

0

落ち込み 1断面図  (1:25)
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るが、その際に第Ⅶ層上面で一定の整地作業が行われた可能

性がある。

落ち込み 1の埋土は第Ⅵ層と類似し、層境も明瞭ではない

ことから、第Ⅵ層の堆積が落ち込みの堆積終了後、間もなく

して始まった可能性が考えられる。なお、落ち込み 1埋土か

らは、瓦器細片が出土しただけであるが、第17次調査におい

て当該層より瓦器椀 (和泉型Ⅳ型式)が出土していることか

ら、13世紀末以降に堆積したものと考えられる。

落ち込み2 調査区南東部 (第 2ト レンチ)で検出した深さ

0.35mの 落ち込みである。落ち込みの南部は調査範囲外にあ

るため、その範囲は明確でない。埋土は、青灰色細粒砂を主

体に、間層に灰色中粒砂を挟む。埋土からは、土師器皿の細

片が少量出土したものの、時期などの詳細は不明である。な

お、溝 1・ 2は、この落ち込みの堆積土上面から掘 り込まれ

ていることから、第Ⅶ層上面では、落ち込み 2がもっとも古

い遺構といえる。

なお、第Ⅶ層上面におけるこれらの遺構は、切 り合いや層

位関係から落ち込み 2の埋没後に溝 1・ 2の掘削・埋め戻し

が、そして第Ⅶ層が削平された後に落ち込み 1の堆積が行わ

れ、これと前後して第Ⅵ層の堆積へと移行するものと想定で

きる。しかし、これらの遺構から出土した遺物は少なく、そ

の時期関係の詳細は明確にできない。ただ、溝 1か ら出土し

た尾上編年Ⅲ型式 3段階以降と考えられる和泉型瓦器椀の破

片および第17次調査において検出した落ち込み 1対応層から

出土した和泉型Ⅵ型式の瓦器椀から、第Ⅶ面の遺構が遅くと

も13世紀後半から14世初頭にかけて作られた可能性がある。

第Ⅷ層直上面

第 1ト レンチにて、その一部を検出した。よって、全体的

な状況は明確ではなく、また検出した遺構も土坑 1基に限ら

れる。

土坑 1 直径1.8m以上、深さ0.9mの 円形の土坑である。断面

形は袋状を呈し、土坑下部はえぐり込まれる。えぐり込まれ

た部分には上層部の崩落が認められる。埋土のほとんどは第

Ⅷ層以下の上層を母材とするシルト・粘土ブロックと青灰色
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第�章 小曽根遺跡第21次調査の概要

粗粒砂からなり、一見して土取 り穴の様相

を示す。しかし、密集するような状況を周

囲からは想定しにくい。遺構の時期につい

ては、出土したⅡ型式 3段階の和泉型瓦器

椀から、12世紀中頃となる可能性が残され

ているが、現段階では特定しにくい。

(3)出 土遺物

出土した遺物の時期は、中世から近世に

及ぶが、細片が多く、図化できるものは少

なかった。

L灰 白色粗的 他 基盤層効 壊による。

2.灰 白色粗粒秒(N7/)
3.緑灰色粗粒砂(5G5/1)十 灰色粘土塊(N5/)他
4.3と 同じ、粘土塊20%

第78図 土坑 1断面図  (1:20)

以下、遺構および包含層中から出土した遺物につ

いて概要を述べる。なお、 1は、第Ⅷ層上面で検出

した土坑 1か ら、 2～ 5は、第V層 から出土した。

1は、瓦器椀である。残存する体部の内外面には、

粗いヘラミガキを施す。外面上半部は並行 ミガキで

あるが、下半部には形骸化した分割 ミガキが認めら

れる。口径は推定15cmである。和泉型Ⅱ型式 3段階

に相当する。 2は 、へそ皿で、回縁は推定復元で

6.8cmを はかるが、口縁は不整円であるため明確で

はない。体部外面上半から内面にはナデが、外面下

半からは成形時の押圧が認められる。内面では、底

部と体部の境界に3mm程度の幅で強いナデが施され

ている。底部は、外面からの押圧によりなだらかに

隆起している。 3は 、白磁椀の回縁である。端部か

ら内面に、幅4.5mm程度の釉剥ぎが認められる。器壁の厚さは、2.5mmと 薄い。 4は、備前焼き

悟鉢の口縁である。端部の上下端がやや突出している。間壁編年Ⅵ期中頃のものと考えられる。

5は、瓦質土器の脚部である。輪花形の火鉢などの器形となる可能性が高い。体部外面には
ヘラ

ミガキが、内面にはハケ状工具によるナデが施されている。脚部は、ヘラ状工具で成形している。

上記 2～ 5は、15世紀段階の所産と考えられる。

まとめ

今回の調査では、近世の今西家屋敷に関連する明確な遺構は確認されず、当該調査区が遅くと

も14世紀前後から耕地として利用されていた可能性が高いことが判明した。このことは、近世の

今西家屋敷とその周辺の景観をより具体化していく上で重要な成果と言える。また、過去の調査

死

o           5cm
崇

第79図  出土遺物  (1:3)
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第�章 小曽根遺跡第21次調査の概要

では知られていなかった第Ⅶ o llll層 の存在が確認され、その直上面で溝 1,2な どを検出したこ
とは、当該調査区周辺の土地利用状況の変遷を考える上で大きな成果となった。ここでは、溝

1・ 2の性格を検討し、今西家屋敷との関連について考えることにしたい。

第Ⅶ面の時期は確定できないものの、ほぼ12世紀後半～13世紀中頃の堆積が予想される。その

直上面で検出した溝 1・ 2は、埋上の堆積状況に長期に及ぶ滞水や流水の痕跡は認められず、水

田耕作にともなう水路もしくは地割り溝となる可能性は乏しいものと判断できる。また、溝の規

模からみて、掘削には村落内の共同作業が必要と考えられ、一般的な宅地に伴う区画溝とは明確

に区別できる。残る一般的な用途として考えられるのは、村落もしくは居館の周囲に巡る区画溝

ということになる。前者の例としては、京都市久我東町遺跡第 3次調査の環塚 (第 2次調査 S

D-68)《 (財 )京都市埋蔵文化財研究所 『昭和61年度京都市埋蔵文化財調査概要』》など、
また後者の例としては長原遺跡SD210お よびsD211・ 212《 (財)大阪文化財センター F長原』
1978》 などが挙げられる。いずれの例も、溝から内側の部分が明らかとなって性格が判明した

もので、溝の形状や規模に著しい相違は認められない。また、いずれの性格の溝にしても、溝

1・ 2の時期にはすでに出現しており、時期から性格を決定することも困難である。よって、現

段階で溝 1・ 2の性格について一定の結論を提起するにはいたらないが、予想の範囲で現在の今

西家屋敷に先行する方形居館などにともなう区画溝となる可能性があることは、特に留意してお

きたい。

ついで溝 1,2と 今西家屋敷の関連であるが、これらの溝を検出した第Ⅶ層直上面は、その後
の第Ⅵ層の堆積による耕地化で埋没することから、現段階で確定している今西家屋敷に関連する

遺構面との間に、一定の断絶が認められる。また、文献史における成果を見る限り、今西家屋敷

の成立を14世紀以前に,朔 らせるだけの有力な史料は今一つとばしい。強いて14世紀以前に,朔 らせ

るとするならば、垂水西牧が摂関家から春日社に寄進された寿永二年 (H83年 )か ら、垂水西

御牧榎坂郷田畠取帳が注進される文治四年 (1188年)の時期に可能性が見出だされるが、今回

の調査では当該期の遺物は出土していない。よって、今回の調査成果を見る限り今西家屋敷と溝

1、 2に関連性をもとめ、今西家屋敷の成立を14世紀中頃以前とするだけの根拠は見出だしにく

い。

以上より、14世紀後半頃から今西家屋敷の位置がほとんど変わらないことが明らかになった。

ただ、本宅部分の位置関係にはやや不自然さが認められ、敷地の範囲に大きな変動があった可能

性がある。F豊中市史』により復元された17世紀末まで,朔 り得る屋敷図および周辺の測量調査の

成果から算出した屋敷本宅の規模 (内堀外側)は、東西約54m前後 (南辺 )、 南北105m未満と

推定され、さらに内堀を除く居住範囲は、推定で東西34m(南辺)、 南北83mに なる。この範囲
には末社も含んでいることから、居住範囲がさらに狭まることは明白である。ところで、14～ 16

世紀の郡・郷規模の領主居館や城館などの居宅部分をみると、少なくとも方形の場合では一辺40

～50m程度、面積にして2,000♂程度は確保している。近世段階の今西家屋敷の規模を中世の居
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第�章 小曽根遺跡第21次調査のIFT要

館と比較した場合、その差はあまりに大きい。また、居宅と末社が隣接しているという事情があ

るものの、本宅部分の東西長が南北長の 1/2程度で南北に細長い形状というのも、中世の居館

では例を見ない。また、第17次調査第 2ト レンチでは堀の切り合いを検出しており、堀の付け替

えを想定している。これらの状況から、本宅敷地の範囲に大きな変動があったことを想定したい。

この変動の時期については、いまのところ18世紀初頭以前と言えるだけで、他に具体的な時期を

考える手がかりはないが、本来の範囲は『豊中市史』による政所 (跡)の推定位置をもとに、南

北の内堀外側の推定長を東西長にあてはめ、一辺105m未満の方形区画 (内堀外側)と なる可能

性を想定しておきたい。ただ、第17次調査では戦国期段階の内堀は確認されていないため、近世

のように巨大な内堀をめぐらしていた可能性は乏しいものと考えられる。

以上、第21次調査の概要報告を行つたが、第Ⅶ層上面における溝 1・ 2の検出は今西家屋敷の

成立時期とも関連する新たな問題を提起するものとなった。畿内における中世村落のモデルであ

る垂水西牧と今西氏について、その変遷を明らかにすることは極めて重要である。さらに、 (現 )

今西家屋敷は中世的景観を残す近世民家として貴重な存在であり、その重要性は日々増している

といつて過言ではあるまい。

よつて、今後とも当該地域における文化財の保護および調査には、より慎重を期す必要があろ

う。



第� 章 試掘調査の概要

第 XⅣ章 試掘調査の概要

1.原田遺跡西方

調査の経緯 原田元町 3丁 目87-2他において市営被災者用共同住宅の建設に先立ち、平成 8年

3月 18日 に試掘調査をおこなうこととなった。

調査の方法 。所見 敷地内の既存建物を避けて、重機により2カ 所の試掘坑を掘削し、遺構の有

無を確認することとした。

この結果、現行地表より地下190cm前後にて洪積礫層を確認したが、遺構及び遺物包含層はな

く建設工事を着手することとなった。

2.本町遺跡

調査の経緯 本町 3丁目601こ おいて被災した専用住宅の建て替えに先立ち、平成 8年 3月 26日 に

試掘調査をおこなうこととなった。

調査の方法・所見 敷地中央付近にて、重機により試掘坑を掘削し、遺構の有無を確認すること

とした。

この結果、現行地表より地下15cm前後にて遺物包含層を、また20cmの ところで洪積層を確認

した。洪積層の上面において遺構を検出したが、建物の基礎に伴う掘削は現行地表から地下

10cmの ところにおさまり、遺構及び遺物包含層を損壊する恐れはないことから、建設工事を着

手することとなった。

3.待兼山遺跡

調査の経緯 刀根山元町89において専用住宅の建設に先立ち、平成 8年 3月 29日 に試掘調査をお

こなうこととなった。

調査の方法・所見 建築予定地内の南部及び東部のそれぞれに、重機により試掘坑を掘削し、遺

構の有無を確認することとした。

この結果、現行地表より地下40cm前後にて洪積層を確認したが、遺構及び遺物包含層はなく

建設工事を着手することとなった。
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